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一・運命的な再会をした彼は、社長でした。

二・社長に交際を申し込まれました。

三・彼は紳士だけどワイルドで男っぽい人でした。

四・極道のお嬢様が乗り込んできました。

五・いきなり婚約だなんて!?

六・極道な社長と婚約しました。

七・社長夫人そして極道の妻になります。

エピローグ









一・運命的な再会をした彼は、社長でした。








　不動産会社への面接の日、佳か苗なえはうっかり寝坊するというミスをしでかした。多分、極度の緊張が原因だろう。

　大学四年になり、就職活動も本格化していた。何社か面接を受けたが、今日は大本命である杉本不動産への最終面接なので特に気合いが入っている。

　大学の教授にも真面目で頑張り屋な所が佳苗の長所だと太鼓判を押されていた。地味で面白みがなく臆病な面もあるが、一つのことに一生懸命取り組むのには自信があった。

　鏡台の前に座ると、セミロングの髪を櫛で整えバレッタで留めた。下地、ファンデーション、アイメイク、リップでメイクを完成させる。

　二重瞼で大きな瞳の佳苗は幼く見られることもあるが、鏡越しに見た今日の自分は少しだけ凛々しく見える。

　普段はあまりメイクをしないが、肌を整えるためのメイクは社会人としてのマナーでもあるのを意識して気合を入れた。

　面接を受けるのだから、決して華美なものではないのだけど。

　着替えてメイクをし、部屋を出るとキッチンに向かう。

「いただきます！」

　朝食をかき込み、五分後にはいってきますと玄関の扉を開けた。母は、台所にいなかったが部屋の掃除でもしていたのだろう。

　起きるのが三十分遅くなっただけで余裕がなくなるのだと実感した。

　時計を確認すると、焦って駅へと走り出す。今日に限って寝坊した自分が憎らしくて仕方がない。

　駅に着くと、やってきた電車に飛び乗る。都会に住んでいてよかったと思うのは、分刻みで次の電車がくることだ。

　つり革につかまる。寝不足だが眠さ以上に心は高揚している。

（絶対に、採用を勝ち取ってみせる！）

　車内は押し合いへし合いの混雑ぶりだ。皆それぞれ仕事や学校へ向かっていく。佳苗は、各駅で電車が停まる度、つり革を握り直した。

　電車を降りると、人混みの中走り出した。だが、次の瞬間人並みに揉まれてふらふらと足をもつれさせてしまった。慣れないヒールで足も限界だった。

（……きゃあっ）

　身体が傾いたと思ったが、倒れ込むことはなかった。

「危ない！」

　鋭い声が耳元で聞こえた。

　力強い腕に抱き留められていて、きょとんとする。

　ほのかな香りが、鼻をくすぐる。爽やかな香水の匂いを感じると急にドキドキし始めた。さっきまでは、走ったせいで心臓が早鐘を打っていたが、今は見知らぬ異性との急接近に驚いたせいで胸が高鳴っている。

「こんな人混みの中、走ったりして危ないじゃないか」

　振り向くと、端正な面立ちの青年がこちらを見つめていた。キリッとした目つきだが柔和で甘い美貌でそれを緩和している。厳しく叱責するようでいて眼差しは温かい。

「ご、ごめんなさい。助けてくださってありがとうございます」

「いや、大事がなくてよかった」

　彼が受け止めてくれたから、誰かにぶつかったりして迷惑をかけずにすんだ。

　未だ解放されない腕の中から、抜け出すと長身の男性を見上げる。

　頭を下げて歩き出そうとした佳苗だったが、思わぬ言葉を投げかけられ足を止めた。

「急いでいるなら送っていこうか？」

　すらりとした長身でバランスの取れた体躯は、モデルのようだ。

「いえ。ありがとうございます」

　深く頭を下げて、今度は早足で歩き出す。

　目を見はるほどの長身に上質そうなスーツが、いつまでも脳裏に焼き付いていた。

（これ以上ご迷惑をおかけしてはいけない）

　佳苗は改めて時計を確認する。面接時間は差し迫っているが間に合わない時間ではない。一つ息をつき、歩みを進めた。

　予定時間よりは遅れたものの、面接時間よりは少し早く会社に到着し、安堵する。

　都心のど真ん中に立つ高層ビルに、一瞬圧倒されたが、気圧されてはいられない。これから戦場に乗り込むのだ。

　白を基調とした空間は、照明の光もあってとても明るい印象を受ける。受付デスクは木目調で真新しい木の香りが漂ってくるようだ。お客様をもてなすための喫茶スペースもあり、清潔感のある白いテーブルと同色の椅子が配置されていた。

　大きなビル全部が杉本不動産株式会社の建物だ。一階にある受付で面接に来たことを伝え、案内されたエレベーターに乗る。

　目的の面接会場は三階だ。エレベーターの案内板を見ると六階までがオフィスで七階が社長室になっているようだ。三階に着いてエレベーターを降りると、会場の扉の前で男女数人が並んでいた。

　書類選考を通り面接の日を迎えた者達だ。佳苗もその列の後ろに並び面接の順番を待つことになった。

　他の人の面接を待つ間、緊張ではらはらしていたが、名前を呼ばれると気が引き締まる思いがした。

「水みず城しろ佳苗さん、どうぞ」

　柔らかい男性の声がして、歩き出す。

　真ん中に置かれた椅子の前まで進むと、一人の面接官と目が合った。端正な面立ちもだが、印象的な声も一度聞いたら、忘れられるものではない。

　甘めの低音は耳に心地よく響く。

（……えっ！）

　驚いて、目をぱちくりとする。人混みの中、足をもつれさせた佳苗を助けてくれた男性だった。さっき見たばかりの紺色のスーツに同色のネクタイをしている。

　着席を促されて座る。面接官は三名いたが、男性からはあまり質問されず女性二人から代わる代わる質問を受けた。

　志望動機も会社でやりたいことも、はきはきと答えることができた。面接後のテストが上手くいったことで、ようやく胸をなで下ろす。

　帰宅した瞬間、力が抜けてベッドに倒れ込んだ佳苗は、あっという間に眠りについていた。

　一週間後、佳苗の元に郵便物が届いた。震える手で恐る恐る封書を開けた佳苗は、採用通知という文字に心で喝采をあげた。

「……よかった。四月からあの会社で働ける」

　独りごちた後、キッチンに向かった。

「お母さん、採用通知が来たよ」

「おめでとう。今日はお祝いね」

　直接、言葉をもらい会社に採用された実感がこみ上げてきた。

　にこにこと微笑んでくれた母を見てようやく恩返しができると胸が熱くなった。

　夕食の時間、家族がそろってお祝いをしてくれた。念願だった不動産会社に採用され、家族も同じ喜びを分かち合ってくれたことが、嬉しくて仕方ない。




　夕食後、部屋に戻ると姉の夏なつ海みに電話した。

「お姉ちゃん、第一志望の会社に採用されたよ！」

　電話に出た姉に開口一番で伝えた。

「おめでとう！　佳苗なら大丈夫だと思っていたわ」

　両親も祝ってくれ、姉からは胸が震えるほどの言葉をもらった。採用の知らせを確認した時よりも喜びの気持ちは膨れ上がっている。瞳からは涙が次から次へとこぼれ落ちていく。

「土曜日の午後、ランチしない？　休みなのよ」

「もちろん！」

　夏海は子供の頃から、一番の理解者でお互いに心のよりどころにもなっている。

　夏海と話していくなかで、ふと彼のことを思い出す。人混みのなか、助けてくれたあの人。面接官として再会した彼のことだ。

　気になると言っては過言なのかもしれない。それでも佳苗の頭には、時折彼の眼差しや声が浮かぶのだった。

「佳苗、どうかした？」

　夏海の心配そうな声で我に返る。

「ごめんね……実は気になることがあって。詳しくはまた今度話すね」

「うん。いつでも連絡ちょうだい」




　それから数ヶ月後、入社式の日を迎えた。大学卒業と同時に一人暮らしを始めたので、社会人として本格的な独り立ちである。

　春の匂いが甘く香る四月の始まりの日、真新しいスーツに身を包み、アパートの部屋を出た。前日は早めに寝るよう心がけ、万全の体調でその日を迎えた。

　新入社員研修の時も訪れたしもう何度も足を運んでいるのだが、会社の建物の大きさには圧倒される。

　広い一階のロビーからエレベーターに乗り入社式の行われる二階を目指した。

　エレベーターを降り会場に入ると、面接時に一緒だった男性と女性がいて嬉しい気持ちになる。

　静けさに包まれた会場の中、粛々と入社式が始まった。

　顔を上げると、声が漏れそうになる。

（あ……っ！）

　颯爽と登場したのは、あの人だった。雑踏の中で出逢い、面接で再会した男性。彼は、張りのある声で代表取締役・杉すぎ本もと友ゆう樹きと名乗った。

　驚きで、目を見はってしまう。

　面接していたのは、社長だったのだ。面接の前に醜態をさらしてしまったが、彼は佳苗だと気づいていたのだろうか。

　どくん。

　心臓が一つ鳴った。

　マイクなしでもよく通る声は、ひどく耳に心地よく印象深いものだ。助けてくれた人と同じもの。

　毅然とした立ち姿ながら、雰囲気は柔らかく親しみやすい。

「この会社で共に頑張っていきましょう」

　杉本社長の言葉を聞いて、安心感を覚えた。周りの緊張も解けていった気がする。佳苗は、入社式後、面接時に出会い、同僚となった二人と改めて挨拶を交わしあった。

　その日は胸がいっぱいだった。この会社で、頑張っていこうと決意し、眠りに落ちた。




　入社して暫く経ち、仕事や人間関係にも少しずつ慣れてきた。部署の同僚とも親しくなれた。上司も信頼の置ける人物で、働きやすい職場だ。食堂で同僚と過ごすランチの時間は、大切なひと時だった。

「佳苗、化粧室に行ってくるから先に戻ってて」

「高たか林ばやしさん、気にしないで。ここで待ってるわ」

　そう伝えると高林は、化粧室の方に向かった。彼女は、面接時にも一緒だった女性だ。同じ部署に配属され、すぐ親しくなった。

　同い年ということもあり、気安く話せる。そんな恵まれた環境で過ごす佳苗だが、彼女にはふとした拍子に頭をよぎる存在がいた。




　仕事ではあまり関わることがないが、あの人のことは初めて会った時に心に深く刻み込まれてしまった。

　この不動産会社の代表取締役社長だ。出社時や休憩時間に遭遇する度、胸が鼓動を打ち鳴らしてしまう。見かけるたび、浮き足立つ毎日だった。

「水城、お疲れ様」

　心の中で考えていたら、本人が目の前に現れて、目を瞬く。目礼すると、杉本社長は小さく頷いた。

　面はゆい気持ちで頭を下げると、すっと目を細める。

　目元が特に印象的だと感じていた。柔らかい雰囲気だが、時々鋭さも感じ、惹きつけられてしまう。

「お疲れ様です」

「今、昼食を終えた所？」

「はい。席を外した同僚を待っているところです」

　彼女が戻ってきたら部署に戻るつもりだったが、偶然に感謝したい気分だ。

　そんな風に考える自分も変だが。杉本社長は、すれ違う社員一人一人に気さくに声をかけるタイプのようだった。

　佳苗は、接しやすいと感じるだけだったが、同僚の間では妙な噂が流れている。

　入社間もない頃化粧室にいる時に、ひそひそと話す声が聞こえてきて、個室から出て行きづらくなったのだ。

『杉本社長って、素敵よね。イケメンで親しみやすいし』

『分かる！　でもここだけの話なんだけど』

　最初に話していた女性とは別の女性が、意味深に口を挟んだ。

『……社長は裏社会と繋がりがあるらしいわよ。表向きは不動産会社の社長として活動して、裏では……』

　意味深に声を潜めたので、その続きは分からない。聞かなければよかったとは思った。

　聞こえてきた会話は、不穏な内容だったが佳苗の中で杉本へのイメージは変わることはなかった。

　今も彼の一挙手一投足に目を奪われているだけだ。

　杉本は柔和に目を細めたずねてくる。

「そろそろ仕事にも慣れたかな？」

「大分慣れました」

　笑いかける杉本の仕草に声が上ずる。助けてくれた時、そのスマートさにドキドキして仕方がなかったけれど入社してからもっと気になる存在になっていた。

　大人の男性の色気を感じ、心臓が高鳴るのは仕方がない。緊張を押し込めて彼と対峙しているが、会話ができるのはとても嬉しかった。

「残業も大変だろうけど、無理せずがんばって」

　杉本は、笑いかけると食堂を去って行く。

　呆然と見送っていた佳苗は、同僚に呼びかけられて我に返った。

「社長って、気さくよね」

　同僚の高林は、佳苗の正面で微笑んでいた。どこか、意味深に聞こえたのは気のせいだろうか。

「う、うん」

「あら。佳苗ったら顔が赤いわよ」

　高林に指摘されて、慌てて水を飲んだ。気がつけば意識してしまっていた。杉本は端麗な容姿で物腰も柔らかいが、鋭さを持っている。

　顔を見る度に杉本社長を意識してしまう。もっと知りたいと思うが、近づく機会はない。社長と、一社員の自分はあまりにも遠すぎる。脳裏の考え事が、顔に出ていないよう祈りながら、高林の横を歩いた。

　部署に戻り席に着くと午後の就業のチャイムが鳴り響いた。




　そうして入社から二年、仕事にも慣れて充実した日々を送っていた。

　杉本とは毎日どこかで顔を合わせられるし、顔を見るだけで励みになる。

（今日もかっこよかった）

　たまに杉本社長の例の噂をする人はいるが気に留めていなかった。直接本人から聞いてもいないことだ。

　仕事に励み、週に二度ほど姉の夏海に定例の報告と称した電話をする。

　コンビニの店長をしている夏海は人生経験も豊富で、頼りになるのだ。

「さっさと告白しちゃいなさいよ」

「そ、そんなんじゃないってば。私は社長に憧れているだけで」

「本当にそれだけなの？　助けてくれた人と会社で再会なんて運命的なものも感じるけど」

　夏海には今までの経緯を話していた。意識してしまうのも当然だと理解してくれている。

「……でも、社長だし！」

「でも気になっちゃうんでしょ？」

　電話越しに呆れられているようだが、本当に嫌なら電話にも出てくれないだろう。夏海は優しいがはっきりした人だ。

「うん。そうだね。でも慕う気持ちとは別に杉本社長を尊敬しているから今の会社を続けられているんだと思う。会社も職場のみんなも大好きだし」

　杉本への恋愛感情は抜きにしても、人として尊敬しているのだ。

「いい所で働けてよかったね」

「私、もっと会社で役に立つように頑張りたい」

　下心なんてない。恋より何より大好きな仕事を続けられるのが幸せで感謝の日々だ。

「佳苗は頑張ってる。お姉ちゃんの自慢の妹だ」

　おどけた風に言う夏海に、力が抜けた。夏海こそ自慢の姉だった。

「……で、社長さんって結婚してたりしないわよね？」

「な、なんでそんなこと？」

「それならチャンスあるってことだもの。不純でも何でもないでしょ」

　言い切られて困惑する。雲の上の存在である社長を憧れだと言ったけれど芸能人を好きなのとは、違うと感じていた。

「がんばれっ」

　電話越しの熱い応援に困惑したが、勇気づけられた気もした。




　佳苗の仕事は、主に電話対応とパソコン作業だ。肩こりや腰痛に悩まされていたら、高林に一時間に一度、肩を揉んだり腕を伸ばしたりすればいいと教えられた。

　それを実践して以来、少し楽になった気がする。

　帰宅したら夕食の下準備をして入浴するのが常だ。入浴剤を入れたお風呂に浸かると一日の疲れが吹っ飛ぶようだ。

　杉本との交流は、ささやかだけど、心を温めてくれる。

　彼のことを脳内に思い浮かべると胸が高鳴って甘い痛みを感じるのだ。どうしてあんなに素敵なんだろう。初めて恋を知ったかのように、彼への気持ちは日々深まるばかりだった。

　杉本のことを考えすぎてのぼせそうになったので慌ててお風呂を出た。







二・社長に交際を申し込まれました。








　二年間、杉本不動産で働いてきて会社への愛着も信頼も大きくなっていた。




　いつものように休憩に入り、給湯室に向かった。カップに注いだコーヒーを手に部署に戻ろうとしていると、大きな影が横から現れた。グレーのスーツに薄い青色のネクタイ。

　今日も、端正ないでたちだった。社長という立場だが、社員が使う休憩室を訪れる彼は、社員との距離も近く話しかけやすい。

　だが、ふいに姿を見せられるのは想いを寄せている佳苗にとっては心臓に悪い。来るのを予告してほしいとは言わないけれど。

「今日は、仕事量が多くて残業してもらうことになりそうだ」

「了解です」

「まだ週半ばなのに、すまないね」

　申し訳なさそうな表情をしている杉本に、腰が低い人なんだと感じた。恐縮した佳苗は、上ずった声で返答した。

「えっ……、皆さんも同じですから。それに会社で働けるのが嬉しいから苦じゃないです」

「そう言ってもらえて嬉しいよ」

　杉本は、佳苗と同じくコーヒーを入れその場で飲み始めた。秘書さんに入れてもらえる立場の人が、社員の側でコーヒーを飲んでいるのは普通なのだろうか。

　髪からもいい匂いがするようで、どことなく緊張してきて距離を取った。

「何かあったらいつでも相談して」

　佳苗だけに、言っているわけではないだろう。社交辞令だ。

「ありがとうございます」

　杉本は、佳苗の肩をポン、と叩くと休憩室を後にした。




　それから数日後、仕事でミスをしてしまった。

　電話対応で失敗し、事務作業もはかどらなかった。入社以来の出来事に、落ち込み度合いは大きい。自分のデスクで項垂れていた佳苗は、高林に肩を叩かれて息をついた。

「そういう時もあるわよ」

「……でも」

「完璧な人間なんていないんだから、気にしすぎなくていいわ。次は気をつければいい」

　高林の言葉に、頷く。

「高林さん、私、昼休憩は一人で過ごしたいの」

「分かったわ」

　憔悴しきった様子に、高林は小さく笑いかけてくれた。ミスをした仕事の処理に追われていれば、あっという間に時間は過ぎていった。

　そして仕事が終わった後、気晴らしに屋上にきた。夕日が沈み、夜の空へと移り変わる様子を眺めながらため息をついた。

「はああ……」

　いつも完璧にできているというつもりはないが、やる気が空回りした感じだった。

　ふと携帯を見ると、夏海からの着信が残っている。

　入社が決まった時、自分以上に喜んでくれた彼女の姿が頭をよぎる。

（自慢の妹は、たいしたことがないんです）

　姉の夏海は、いつも明るく元気で子供の頃から彼女と過ごすと元気をもらえていた。佳苗のことを真面目で一生懸命だと褒めてくれる姉こそ誰にでも自慢できる存在だ。

　高校三年の時、進路で悩み続けていた時、助言をくれたことは今でもよく覚えている。社会に出るための四年間を過ごすんだから後悔のないようにと言ってくれたのはとても励みになったのだ。




　姉とのことを思い出していた佳苗は、背後に影が差したのに気づいた。靴音が聞こえ、気がつけば隣には杉本が立っていた。屋上で風に当たっていた佳苗は、思わぬ人物の登場に内心焦りを覚えた。

「水城、今日もお疲れ様」

「……社長」

　どこか艶めいた低音が、空気を震わせる。

　いきなり現れた杉本に、ドキッと心臓が鳴った。今日のミスのことを思い出してしまい、顔が熱を持つ。いたたまれなくてうつむいた時、杉本は何気ない調子で声をかけてきた。

「終業のチャイムが鳴った頃、部署に行ったが誰もいなかった。てっきり水城も帰ったと思っていたがこんな所にいたんだな」

　杉本は佳苗の部署に行った後、ここに来たらしい。まさか探しに来たわけではないだろうが。

「帰る前に気分転換です」




　一人でいる時にばかり、姿を見せる杉本が不思議でたまらない。いつからこんなことが続いているのか思い出せないが、佳苗が一人でいる時に声をかけてくれる。

「屋上から街の夜景が見渡せるなんて、素敵だなって。発見したのはつい最近ですが」

　さすが都心の一等地にある会社だ。

「俺も気に入ってるんだ」

　横目で見つめられると、心臓が跳ねる。

「先代も街がよく見えるから、この土地に会社を建てたらしい」

　目を細める横顔に釘付けになる。

　社長の杉本と二人きりで世間話をしているのが、不思議だった。

「本当に綺麗な夜景……」

　杉本の気配が、急に濃厚になった気がした。備え付けられた手すりを握りしめる。

「社長、ここに誰もいないと思ってきたんですか？」

「いや……、もしかしたらって期待した」

　横を向くと、真摯な眼差しがこちらを見つめていた。心臓がドキドキするが、目をそらせない。杉本の眼差しに吸い寄せられてしまう。

「……どういう意味ですか？」

　言葉の真意を測り損ねてたずねてしまう。

「水城に会いたかったんだ」

　視線が絡み合う。頬が紅潮していた。

「……社長？」

「話を聞いてくれるか？」

　たずねられ、考えるより先に頷いていた。

「初めて会った時から、水城は印象的だった。人混みの中、脇目も振らず急いでいたな。人にぶつからないように注意、を払っていたが、疲れているのは傍目からも分かった。だから、思わず手を差し伸べていた。人も多い街中で、転んだりしたら大変だと思ったんだ」

　大学四年の頃なので三年近くも前になる。思い出すととても恥ずかしい。申し訳なさもあったが、感謝の方が大きい。

　面接時間を気にして焦っていたとはいえ、もう少しやり方があったと思う。あの時の事を思い出すと申し訳なさと、気恥ずかしさがこみ上げる。

「あの時は本当にありがとうございました。社長が助けて下さったから人混みの中転倒せずにすんだんです。まさか面接先でまた会うとは思いませんでしたが」

「面接の時に顔を見て助けた子だというのはすぐ分かった。俺の会社への面接で急いでいたんだなと、それも驚いたよ」

　訥々と話す杉本の言葉に耳を傾ける。今日は仕事の話しだけではない予感がある。こちらに向けられる視線の甘さに胸騒ぎを覚えた佳苗は、杉本の方をじっと見つめた。彼の言葉を聞き漏らしたくない。

「もちろん、一度会って縁ができたからとひいき目に見て採用したわけじゃないぞ」

　言い添える杉本は真面目な人なのだろう。

「採用されて、本当に嬉しかったです。一生の運を使い果たしたかと思っちゃいました」

「おいおい、そんなことで使い果たしてどうする」

　くすっ、と笑う姿に、囚われてしまう。

「面接でちゃんと自分の言葉で思いをぶつけていたから、採用した。完璧すぎる人間より不器用でも前向きに成長していける可能性がある人間を選ぶことにしているんだ」

　真剣な眼差しで語られ、面食らう。

「下心も何もなく公平に採用を決めたが、出逢った時から水城のことが頭を離れなかったのも事実だ」

「え、えっ？」

「抱き留めた腕から華奢な身体が離れた瞬間、奇妙な寂しさを感じた」

　杉本の口調は熱を帯びてきていた。本当に自分に向けられた言葉なのか半信半疑になる。こんな情熱を向けられたことなんて、今までの人生で一度もなかった。

「その時はまだほのかな想いがくすぶっただけだったよ。だが、会社内で何度も遭遇する度、水城のことで頭がいっぱいになって気が狂うかと思った。俺はそんなに惚れやすかったか？　と自問しながら過ごしていたよ」

　杉本の勢いはとまらない。胸が苦しくなって心臓の位置に片手を当てた。

「遠目に見かけた時、デスクに向かう姿にもはっとさせられた。手を抜いたりせず真面目に取り組むタイプだと、部長からも聞いていたし。今日もミスした分挽回するよう頑張ったんだろう？」

　杉本は、意外によく見てくれていたようだった。熱い言葉に胸を打たれる思いだ。

「入社して二年が経ち、確実に水城は成長している。ミスをしてもすぐ挽回できるようになったしな。一年目なら考えられなかったんじゃないか？」

　杉本は、佳苗の肩に手を置いたあと離した。彼の言葉はその通りだったし、ここまで来られたのは同僚の存在も大きかった。

「同じ部署にいる高林さんの存在も大きいです。よく励まされています」

「それは彼女も同じじゃないかな。二人とも我が社の大事な社員だ」

　じんわりと胸が熱くなる。杉本は、社長として社員の一人一人を大事にしているようだ。この会社に入れてよかったと強く感じた。

「姿だけで惹かれたなら、ここまで夢中になってないはずだ。水城のけなげな姿に胸を打たれてしまった。だが、上司と部下という関係でどうしていいか分からなくて時間だけが過ぎた」

　杉本の熱を帯びた言葉と佳苗を見つめる視線に、勇気を出すなら今しかないと思った。高い背を見上げながら、意を決してつぶやく。

「……二年前から、杉本社長のことが気になって仕方がなかったけど、踏み出せなかったんです。でも、今なら言える気がします」

　初対面で助けられて意識し、入社してから少しずつ彼に惹かれていった。この二年間、他の人が気になったことはない。

　誠実で頼りがいがある杉本は、社員を束ねる立派な社長だが男性としても魅力的な人物だった。

「水城」

　長い腕が、差し出される。おいでと、聞こえた気がして広い胸の中に飛び込むと抱きしめられた。

「好きだ。もう待たなくていいよな」

　ぶん、ぶんと強い勢いで首を振る。二年間、お互いを想っていたことが信じられず、片想いが叶ったのが夢のようだ。

「私も社長が好き」

　ふわりと香る匂いは、杉本のものだ。抱きしめられた腕の中で彼の体温を感じ、胸のドキドキが止まらなくなった。腕の中から見上げると甘い視線とぶつかる。

　交わる視線が妙に気恥ずかしく照れてしまう。たくましい腕の中は、とても心地よくずっと包まれていたいと思った。

「友樹と呼んでほしい。プライベートでは恋人同士になるんだから」

　恋人同士と表現され、胸に熱いものがこみあげる。

「友樹さん」

「ああ、佳苗」

　友樹は、自然と下の名前で呼んできた。まるで今までそう呼んでいたように。

「俺と付き合ってくれ」

　腕の中で、顔を上げて頷く。

「はいっ」

　背中に抱きつくと、強い力で抱き返された。ふいに、身体が離れると杉本の指先が顎をつまむ。

　ぎゅっ、と目をつむった次の瞬間、唇が重なっていた。

「……っ」

　初めてのキスは、甘酸っぱいと聞いたことがある。それは、真実だった。

　髪をかきなでられ、何度もついばまれる。下りてきた唇は熱く、少し濡れていた。

　背中にしがみつく。キスの合間に耳元でささやかれる。

「明日は仕事帰りにデートしよう。俺の車で一緒に帰ろう」

「はい……社長」

　うっかり役職で呼んでしまうと呆れたように笑われる。

「恋人として過ごす内に慣れてくれよ……佳苗」

　友樹に下の名前で呼ばれ、照れるがとても嬉しかった。




　翌日の仕事は、気を引き締めて取り組んだ。せっかくのデートの日だ。仕事で失敗なんてしたら、友樹と楽しく過ごせない。

　佳苗の様子に、高林は頼もしいと言ってくれたが、少しばかり罪悪感があった。人は単純だ。好きな人と過ごすというだけで気合いの入りようが違う。

　三時の休憩時間に、携帯電話を確認するとメールが来ていた。会社の外で待っていてほしいと友樹は記していた。

　了承を伝えて、携帯電話を閉じる。残業もなく仕事を終えると、帰り支度をして部署を出た。一階のホールを抜けて正面扉をくぐる。

　言われた通り待っていると、友樹が歩いてきた。

「社……あ、友樹さん」

「お疲れ様。行こうか」

　友樹が、手を差し出したので恐る恐る腕を絡める。

　──付き合い始めたばかりで大胆だろうか。

「そういうのたまらないな」

　友樹は愛おしそうに見つめてきた。ほんの少し、彼の耳も赤い気がする。

　赤面してぱっと腕を離そうとしたが逆に引き寄せられた。他の社員に見られないかと、気になってしまうが幸いなことに周りに人はいなかった。

　一番奥に駐車されていた車の前で友樹は足を停めた。左ハンドルの白いセダンだ。彼は右側のドアを開けてくれる。

　バクバクする心臓の音を聞きながら助手席に乗り込んだ。運転席に座った友樹が、意味深に顔を向けてきたのでドキッとする。

「あ、あの……早く出た方が」

　焦って口にすると彼はおかしそうに口元を緩めた。ゆっくりと車を発進していく。昨日、告白し合った相手と初めてのデート。

　憧れていた人の車の助手席の窓から夜景を見ているなんて、信じられない気分だ。友樹は運転が上手く安心して乗っていられた。

　車内ではほとんど話さなかったが、居心地は悪くなく目的地のレストランに着くまで穏やかな時間を過ごした。

　可愛らしい赤いレンガの屋根のレストランに、腕を絡めて入っていく。時刻は午後七時を過ぎた頃だ。店内はカップルが多くいた。

　他の人から見て佳苗と友樹は上司と部下というより恋人同士に見えるだろうか。

　友樹は、既に決めていたようでメニューも見なかったが、佳苗は決めるのに時間がかかった。どれも美味しそうで悩んでしまったのだ。

　ゆっくり決めればいいと言ってくれてほっとした。彼の配慮にお人柄を感じた。

　好きな人と食事をするのは初めてで、緊張していたが彼のスマートなふるまいでリラックスできた。メインの料理を食べた後もゆっくりくつろいでいた。

　まだ離れがたいというかのように。

「これまで付き合っていた人とかいたのか？」

　何気なく聞いてきたのでささやかな興味だったのだろう。隠すことでもないし、はっきりと口にした。

「私、実は誰ともお付き合いしたことがないんです」

「俺が初めての恋人ってことか。それは光栄だ」

　膝で手を握る。思い切って伝えると、友樹は、至極嬉しそうに笑った。口元は弧を描いていたので本当に喜んでいるのだろう。彼の方は恋愛経験豊富なのは間違いないが、不思議と嫉妬は怒らなかった。今、付き合っているのは佳苗なのだから。

「素直に気持ちを表現するし、モテないはずはないだろうに」

「そんなことないです。私、モテたことなんて」

　さっき、彼の腕に腕を絡めたり甘えてしまったのは、姉がいるからだろう。子供の頃は自覚していなかったが、素直に甘えられるのは、愛されてきたからだ。

「俺の恋人は可愛いな」

　改めて宣言された。正面から見つめられ、こそばゆい気分になる。

「デザートでも頼むか？」

　目を細める友樹に弾んだ声で返事をする。

「はい！」

「俺のおすすめはチョコレートケーキだ」

　メニューに描かれた可愛いイラストにおすすめというチョコレートケーキへの興味がわいてきた。

「じゃあそれにします！」

　友樹と同じチョコレートケーキを頼んだ。彼は意外に甘党のようだった。

「友樹さん、チョコレートが好きなんですか？」

　嬉々とした様子で訊ねると意外なことを指摘された。

「丁寧語もやめるように」

「う、はい」

　社長と呼ぶのは、何とかやめられそうだがいきなり言葉を崩すのは難しい。

「好きだな。普段は洋菓子より和菓子が多いが」

「和菓子もいいですね！　私、あんこが好きです」

「粒あん派？」

「はい」

　二人とも粒あん派だった。妙な共通点だが、こうやって少しずつ相手を知っていくものなのだろう。友樹は綺麗な所作でチョコレートケーキを頬張っている。フォークを使う時も皿に触れないようにしていて音も立っていない。

　チョコレートケーキに添えられたホイップクリームは、甘さが控えめでバランスが取れていた。

　デザートそのものより、好きな人と過ごす時間が甘いのかもしれない。ふ、と微笑まれて、心臓がうるさくなり頬が赤らむ。

「美味しいです。甘すぎなくて食後でも食べやすい感じ」

「そう言ってもらえてよかった」

　最後の一口まで美味しく食べ終えるとナプキンで口元を拭いた。

　食事を終えると、友樹が車で佳苗のアパートまで送ってくれた。佳苗が助手席のドアを開けると友樹も運転席のドアを開けて出てきた。彼は、佳苗に近づき背中に腕を回した。ぼうっとしていると耳元で甘く囁かれる。

「……おやすみ」

　頬とおでこにキスをされて、胸がきゅんとなる。

　──友樹さんったら。

　照れに襲われて頬に手を当てる。友樹が車に乗り、走り去るまで暫く立ち尽くしていた。




　友樹と付き合い始めて一週間。彼のマンションに誘われて、ある予感に胸がドキドキしていた。

　今まで誰かと付き合ったりしたことがなくても、友達の話やテレビドラマなんかの知識で知っている。

　大学時代、片想いはしたことあるが彼女がいる人だったので、告白せずに諦めた。あっさり忘れられたのは、その程度だったということだ。

　不思議な出逢いをして、気がつけば好きになっていた杉本友樹……彼も同じ想いを抱いていて初めて両想いというのを味わっている。

　付き合う前にお互いに恋していたなんて、幸せなことではないだろうか。迎えに来てくれる友樹を待っている間、ベッドの端っこに座って考え事をしていた。

　初デートの前に洋服も新調できず、クローゼットの中で眠っていた一番お気に入りのワンピースを着ることにした。

　白いコットンレースで、水玉模様が入っているフェミニンなデザインだ。全身鏡の前に立ちヘアアイロンで髪を巻く。最後におかしいところはないかチェックした。

　彼は薄めのメイクの方が好きだと、昨日聞いたばかりだ。そわそわとしていたらチャイムの音が聞こえて、玄関先に向かった。

　扉を開けると見上げるほど背の高い男性がいた。今日もきらきらと眩しい立ち姿だ。

「迎えに来てくれてありがとう」

　友樹が目をすがめる。こういう仕草も独特の色香を漂わせていた。友樹はラフな蒼い色のジャケット、白いポロシャツ、スラックスという姿だった。

　仕事着とは違う普段着もとてもかっこいい。

「佳苗、そのワンピース、よく似合っている。可愛いよ」

　友樹が褒めてくれたのではにかむ。おしゃれをしてよかったと思った。

「今日は俺の家で夕食をたべよう。大した腕じゃないがごちそうするよ」

　頭を撫でた後、彼は、さりげなく誘ってくれた。

「普段は自炊なのね」

「一応、一人暮らし歴は長いからな」

　二人で部屋を出る。次にここへ戻る時は何かが変わっているのだろうか。

　友樹の愛車に乗ると、音楽をかけてくれた。

　聞きなじみのある邦楽だ。車が動き出すと、知らない道へと進んだ。瀟洒なマンションが建ち並ぶ一画に、友樹の住み処はあった。

　車が停まった時、友樹が真剣な顔で語りかけてきた。

「食事の前に大事な話があるんだ。俺も覚悟するから、聞いてほしい」

　佳苗はこくりと頷く。彼の気迫のこもった声に息をのんだ。よほど覚悟を決めて話すことなのだろう。

　友樹の住む場所は最上階にあった。高層マンションの一番高い場所に住んでいるとは、さすが社長だ。

　指紋認証をして、部屋の鍵を開けて中に入っていく。友樹が指を絡めてくるから自分も、同じように絡めた。そこから伝わるぬくもりに、怖いことはないのだと言い聞かせていた。

　大事な話があると告げた時から、彼は少し硬い雰囲気になっていた。

　付き合い始めたからには、恋人に隠し事はしないという意思。友樹も緊張しているのだ。指を強く絡めて彼を見上げた。

　リビングにある白い革張りのソファに案内されて座った。待っていると、友樹がカフェラテとブラックコーヒーを持って戻ってきた。

　ソファに隣り合って座る。車に乗っていた時より距離が近くてドキドキした。

　大きく響く心臓の音は、彼のもの。大きな手のひらに手を添えて、話を促した。真っ直ぐ見つめていると友樹が息をのむ気配がする。

　毅然としているが繊細さも併せ持つ彼にますます惹かれた。

「今からする話で驚くかもしれないが、最後まで聞いてほしい」

　真摯な眼差しを向ける友樹に大きく頷く。

「俺には杉本不動産の社長とは、別の姿がある」

　ごくり、とつばを飲みこむ。どういうことなのだろうか。

「杉本不動産は極道である杉本組が経営している。俺は杉本組の組長でもあるんだ」

　大きく目を見ひらく。身体ごと友樹の方に向けていた。

「組長って……もしかして友樹さんのお家はヤクザってこと？」

　重い覚悟の上で口にした様子に、到底冗談だと思えなかった。

「ああ。社内でも噂をしている者がいただろう。会社は表稼業だから組の人間も多く働いている。組員以外はヤクザが経営している会社と知るものはいないと思うが、噂として知られてもしょうがない」

　女性社員がしていた噂話は真実だった。まさかと思っていたが、彼の時折見せる鋭い雰囲気は、裏社会に生きているからなのだと思えば納得できる部分もある。

　決して、恐怖や威圧的な部分を感じたことはないのだが。カップを持つ手に力をこめる。

「佳苗、俺の素性を知っても、このまま付き合っていきたいと思うか？」

　まだ付き合い始めて一週間ほど。誠実だからこそ隠したままにすることはできなかったのだろう。

　正直、ヤクザという存在は未知で怖いと感じるが、真実を話してくれた友樹を遠ざけたいなんてかけらも思わない。

「傷つけたり悲しい思いをさせることになるのは、恐ろしい。だが離れたくもない」

　瞳を伏せ、憂いを帯びた様子に彼の誠実な人柄を思い知る。伏せられた長い睫が震えている。友樹は決して強いだけではない。だから惹かれてしまうのだ。

「まだ友樹さんのことはあまり知らないけど、ちゃんと伝えてくれたのがとっても嬉しくて。正直な人だってまた惹かれちゃった。これでさよならなんて、できるはずないでしょう」

　友樹の目を見て訴えかける。ふわり、と微笑むと彼は一瞬目を見ひらき息をついた。

「佳苗」

　堪えきれなくなったのか、ぎゅっと強く抱きしめられた。背中をぽん、ぽんと撫でられる。

「絶対に離さない」

　熱のこもった言葉に目元が潤んだ。

「何だかほっとしたら、お腹空いちゃった」

「……待ってろ」

　去り際に頭を撫でて友樹はソファから離れた。ニクらしいことをする人だ。

　ハイスペックのイケメンにこんなことされて、平気な人がいるだろうか。好きな人の仕草ならなおさら。

　渡されたカフェラテを飲みながら、待っていると友樹がリビングに夕食を運んできた。

　肉料理がメインでサラダとスープのバランスが取れたメニュー。目にも美味しい料理は、あっというまにお腹の中に消えた。

　作ってくれたお礼に洗い物を手伝う。初めて招かれたのに図々しいかなと思ったが、友樹は喜んで受け入れてくれた。

　食器をしまい終えると、二人でソファに腰掛けた。先程の重い空気は消えて和やかな空気で会話が弾んだ。時々指を絡めて見つめてくる友樹に心臓がうるさくなるばかりだった。

　ソファでくつろいで暫くした時、友樹がふいにたずねてきた。

「シャワー、浴びてくるか？」

　この後のことを意識してしまい、顔から火が出そうになった。

「……お借りします」

「こっちだ」

　洗面室と浴室を案内してくれた友樹はゆっくり入ってと伝えて、またダイニングキッチンの方に消えた。

　廊下を通り二つ向こうの扉が洗面室と浴室だった。初めて訪れた男性の部屋でお風呂に入るという状況になっているのが信じられない。

　誰とも付き合ったことがないのに、急展開だ。シャワーと言ったが、バスタブにお湯が張ってあったので入らせてもらう。

　全身をことさら丁寧に洗うのは何だか気合入れているみたいだと思った。

　ダイニングに戻ると入れ替わりで友樹が浴室に向かった。

　暫くリビングのソファーに座っていると、シャンプーの匂いがして、彼が戻ってきたのを知った。

「佳苗……」

　その響きが、とても甘く感じられた。バスローブ以外何も身に着けていない状態で、抱きしめ合う。友樹の腕が腰に回り、横抱きにされた。

　抱き上げられた状態だ。腰をしっかり抱えられているので、安定している。彼にくっつきたくて思わず首筋に腕を絡めた。

　その瞬間、腕の力がさらに強められた気がした。

　扉が開いて、寝室の中に入っていた。ベッドの上に慎重に下ろされると、友樹も横に座る。膝と膝がくっついて距離はゼロだ。彼はこちらに甘い眼差しを向けていた。

「友樹さん、話してくれてありがとう。話を聞けてよかった」

　友樹が、真っ直ぐ視線をぶつけてくるので正直に伝えた。

「一週間前よりも今の方がもっと好き」

「俺を殺す気か？」

　ため息をつくように言われて、きょとんとする。

「純粋な佳苗に、惚れまくってるよ。よく二年も待てたと自分でも思う」

　髪を撫でられて、うっとりする。

「抱いていいか」

　直接的なセリフに、心臓がバクバクした。

「……抱いてください」

　はあ、と息をついた友樹が、佳苗の身体を横たえた。上から見下ろしてくる彼の視線は、艶めいていて、見たことがないものだ。

　抱きつくと、友樹はせつなげな顔をした。彼が、身体を傾けてきて、影が重なる。

　唇が重なって溶けるような心地になった。何度も唇を食み、舌でなぞった後、熱い舌が侵入してきた。

　びくん、と背筋が強張る。腰に腕が回った。執拗に舌が絡められるたび、顎に滴が伝う。

「んん……っ」

　心臓が、暴れ狂っている。歯列をなぞり、吸い上げる動きに身体が熱くなってくる。

　視界が少し潤んでいた。友樹の舌先は、佳苗の舌を絡めとる。

　吐息ごと奪うかのような激しいキスにくらくらとめまいがしてきた。息遣いが段々と荒くなる。

　気がつけば首筋から鎖骨に、唇が押し当てられていた。バスローブの上から胸の位置に手が置かれた。

　目をつむり息を詰める。大きな手が、確かめるように乳房を丸く捏ねる。

　舌を絡めるキスをし、ふくらみを揉みしだく。

　友樹のキスが離れた途端、唇の隙間から息が漏れた。彼の息は少し荒くなっているようだ。

「直接、触れるよ」

　バスローブの紐が緩められ、はだけられていく。素肌が外気に触れて、震えた。

　大きな手が、乳房を荒々しく揉んだ。先程より強い刺激に襲われる。指先が頂をかすめる。

「……あんっ……」

　自分から漏れ出た甘い声に、はっとする。

「素直に鳴いて俺に応えてくれ」

　言われなくても、声は抑えられそうになかった。かすめた程度だった指先が、頂をこね、小さく弾いたのだ。

　片方は、唇に吸い込まれ、もてあそばれる。舌で掬い唾液をまぶしては、そこを吸い上げる。

「ああっ……」

　じゅ、っと音がして彼が美味しそうに舐めているのが分かった。乳房は手のひらで自由に形を変え弾んでいる。

　乳首に歯が当たり小さく噛まれて背を反らせる。腕が腰をしっかりつかんでいたから、自分でも気づいてしまった。

　乳首を濡れた舌が這う。蛇のような動きがとてもなまめかしい。

　きつく吸われた時、あられもない声を紡いでしまう。痛みの後やってくるのはじんわりとした快楽。

　指先で捏ねられる乳首が、痛いほど張りつめていた。体の奥に甘い感覚が拡がっていく。

　肌をこんなふうに愛でられることが、気持ちいいだなんて知らなかった。

　このまま身を委ねることに抵抗は浮かばない。

「佳苗、かわいい」

　頂きにキスをされてささやかれる。息がかかってぞくぞくっと腰が震えた。

「はぁ……っ」

　肌をたどる指先の温度は冷たくて、それが感じる要因にもなっているのだろうか。

　手のひらが、首筋から鎖骨、胸を辿りお腹へと降りていく。骨ばった指の感触は、男の人だなと感じる。

　友樹が触れる場所から熱が広がっていく。頂きを突く舌先。はだけられたバスローブが、汗で背中に張り付いている。

　シーツの上で身もだえて、唇を噛んだ。彼は、咎めるようにキスをして吐息を奪い尽くす。ちゅく、ちゅく、と音がして、じわっと内部から水がこぼれた感覚がする。

　いやいやと頭を振っていると、腹部をたどった指が内股に忍び込んだ。

「濡れてる」

　指先が軽く触れただけで、水音が立つ。

「や、やだ……」

「大丈夫だ。俺に感じてくれているということだから」

　舌が首筋をなぞる。うっすらと瞼を開く。視界は涙でにじんでいた。

　明るい中、表情を見られなくてよかった。瞼を指先が拭い、キスをされる。

「これくらいでそんなになってたらこの先、大変だぞ」

「……大丈夫。怖くない」

　強がる唇は優しいキスが慰めてくれた。両脚が開かれていく。

　大きな手が、足の付け根に触れて撫で上げた。濡れていると指摘された場所にが置かれているようだ。

「ゆ、友樹さん……、そんなところ汚いよ……」

　声を震わせて口にする。かあっ、と頬が熱くなった。視線と指先が秘所を暴いていく。長い指は躊躇いなく、溝をなぞり往復した。

　先程よりはっきりと水音が聞こえても、気にする余裕はない。

　指先は、内股の奥に潜み佳苗の中に眠る女を引きずり出そうとしていた。唇がわなないて腰もわななく。

　つ、と秘核に触れた瞬間、大きな声が漏れていた。

「ああっ……」

「ここか？」

　ぐ、と指が秘核を押しつぶす。ぐにぐにと捏ねられるとしびれがより強くなった。指先でシーツを掴んだ。

「拭ってやらなければ」

　友樹がそこに顔を埋めたのが分かった。前髪が太ももに触れる感触。

　じいっと、見られている気がして顔を両手で覆う。

　暗闇の中だから、しっかり見えていなくても心の奥の目で見透かされていると思った。

　息がかかって、内ももが震えた。

　歯の間に挟まれてそこが硬さを増している。頤を反らすと、腰が浮く。

　溢れる蜜をすする音に羞恥を煽られた。友樹は飽き足らず何度も溢れる水を啜り、指で溝を擦っている。

「あっ……あああ」

　息が弾む。腕の中で、何度も腰をくねらせてしまう。

「……っ、あ」

　長い指が、膣内に入ってくる。少し痛い。ごつごつとした指が膣内にある一点でとまった。

　びく、っと肩が揺れたのを気取られたのか、指先を丸めてそこを撫でられた。

　大きく息を吐き出す。瞼の裏で光が明滅した。

「……友樹さん」

　腕を伸ばして彼に触れようとした。

「あ、あ……だめっ……!!」

　ざらざらした場所を擦られて、腰が跳ねシーツに沈んだ。真っ白な光が訪れて、一気に遠ざかっていく。




　肩で息をする佳苗を包み込んでくれる腕は、とてもたくましい。腕の中から顔を上げる。

　差し込んだ月明かりが、美しい男性の裸身を浮かび上がらせる。上向けになった体を少し起こして、食い入るように見つめた。

　はだけられたバスローブには、昇竜の入れ墨があった。肩から、腹部、背中に続く大きな絵だ。

　ごくん、と息をのむ。あまりにも目映くて視線が引き寄せられてしまう。

　正面から、抱きついて頬を寄せると友樹の息づかいが聞こえた。心臓に手を当てると激しく脈打っている。

「綺麗……」

「怖くないのか？」

「どうして？　友樹さんの生きてきた証があるだけだわ」

　背中を撫でていると、笑う声がする。

「……佳苗は恐れを知らないんだな」

　入れ墨を撫でる掌を掴まれ、口づけられる。月光は欲に濡れた眼差しまで明らかにしていた。

「抱くぞ」

　二度目の宣言。髪を撫でる手が、腰を伝い落ちる。組み敷かれて彼に真上から見下ろされた。友樹の瞳は情熱的で、恐ろしいほど艶めいていてゾクゾクしてしまう。

　足の間にあたる焦熱は、佳苗を求めている。

　背中に腕を回すと、入れ墨に指が触れる。友樹の生きる証に触れてこれから……。

　心臓が高ぶってしまう。指で頬を落ちる髪をかき分け、唇は耳たぶを食む。

　長い指が濡れた秘所を往復する。自分の唇を舐める友樹の姿がやけにエロティックだった。

　カーテンからの月光なんて、先程まで気づかなかったのに抱かれる時になってさらけ出されている。

　お互い、何も隠されていない。濡れそぼった場所を指がなぞれば、ぶるりと背筋が震える。

　薄い膜を纏った肉欲が、内股の間に突きつけられていた。どく、と呼吸しているようだ。

「い……たっ……」

　友樹を傷つけてないだろうか。不安になり涙目になった。

　指とは比べものにならない質量が、狭い膣内を突き進もうとしている。

「もう少しだ」

　大きな掌が、髪を撫でた。慰めてくれているみたいだ。

　彼が動きを止めてくれたので小さく息を吸って吐く。もう一度、鋭い痛みを覚えた後、それは果たされた。

「……佳苗のナカにいる」

　ぴったりと体が合わさっている。友樹は佳苗の負担にならないように少し隙間を空けて自らの欲望を侵入させていた。

　あまりの衝撃に唇を開き頤を反らせる。

　切なくて、甘く優しい甘美な感覚を感じていた。

「……友樹さんがいる」

　膣ナ内カに辿り着いた友樹は、力強く存在を主張していた。彼の昂ぶりが収まるか不安だったがちゃんと受け入れられて不思議な感動を覚える。

　激しい息づかいが、真上から聞こえる。

「痛いか？」

「……思ったほどじゃなかった。友樹さんが上手だからだわ」

「無邪気に煽るんだな」

「思ったこと言っただけよ？」

　クスッ、と笑われた気配。

　一つに結ばれた喜びが強かった。優しく誘導してくれたから、恐怖や不安はなかった。

「動くぞ」

　彼はそう言うと、大胆に腰を揺らめかせた。最奥から浅い場所を突かれて頤が反る。怖くなって背中にしがみつくと更に激しく突き上げられる。

　こちらの様子を見ながら腰の動きを変えていく。いつしか鋭い痛みが和らぎ甘い喘ぎを紡いでいた。

「あっ……ん！」

　指先でシーツを掴む。激しい動きに視界が揺れた。揺れる乳房を大きな手が掴み揉みしだく。指先が先端に触れる。舌が掬うように尖りをなぞれば鼻から甘い息が漏れた。友樹は腰をグラインドさせ、大きく中を抉る動きをする。

「っ……くっ」

　背中に爪を立てると彼はうめき声を上げた。

　ずん、と押し上げられる。大きな肉欲が膣内をかき回す。

　友樹が、腰を揺らしていた。

　肩口を掴むと、さらに勢いが増す。

　最奥にあたった先端が、引っ掻くように擦った。

「ああん……っ」

　突き上げられ、胸の頂を甘噛みされる。

　限界まで開いた両脚の間に、友樹の身体が割り込む。剛直が最奥を貫き、光が脳裏に瞬いた。

「……好きだ」

　耳元で囁かれる。友樹がゆるやかに腰を回した。激しくされるより、強い快感を覚え、口元から甘い息を吐き出す。

「好き……好き」

　子供が甘えるみたいにささやけば、ぐっと熱の切っ先を突きつけられる。胎内がざわめいて、波音が激しくなっていく。

　臀部を掴まれ、突き上げるスピードが増す。

「……っあ」

　ぱちぱち、と火花が爆ぜる。膣内で大きく膨らんだ欲望が、弾けた。

　友樹の表情は月が影に隠され見ることはかなわなかったが、こちらもあられもない姿を見られずにすんだ。




　瞬きをする。硬い胸板に包まれて眠り込んでいたようだ。

　下腹に感じる鈍い痛みと濡れた感触に、友樹と結ばれたのを実感した。

　頬を涙がこぼれ落ちる。

　友樹の胸元に落ちたせいか、彼は目を覚ました。彼が長い指先で頬の涙を拭ってくれる。

「大丈夫か？」

「はい」

「最高に可愛くて綺麗だった」

「……そ、そんな」

　飾らない言葉を聞いて胸がじーんとする。友樹の妖艶さに翻弄されて、波にのまれていただけ。きっとみっともない姿もさらしただろうに、彼は優しい言葉をくれた。

　感慨深く、胸元の入れ墨に触れていたら、友樹が身を起こした。

　指を絡めたままで、空いた方の手は髪を撫でている。

「身体は平気か？」

　瞬きする。友樹の気遣いに、頬が緩んだ。若干、痛みはあるものの充足感の方が大きかった。

　そして、まだ繋がっていたいという欲望も。

「もっと佳苗を感じたい」

　押し当てられた肉欲は既に硬さを取り戻していた。二人とも先程まで愛し合っていた熱はまだ冷めやらないようだ。

　指先を伸ばして友樹の頬を撫でる。言葉にするのには照れてしまったが伝わると嬉しい。

「いじらしさにそそられる」

　友樹は羽織っていたバスローブを脱ぎ放つと、のしかかってくる。佳苗が眠りに落ちていた隙に準備を整えていたようだ。

　先程より大胆に胸の中に閉じ込められ、腰に欲望を押しつけられる。

　膣内に這入ってきたモノは、すさまじい圧迫感を伝えてくる。

　息を吐き出し、シーツを掴む。耳たぶを舌がなぞり、小さく噛まれた。

　次の瞬間、最奥を貫かれていた。

「はっ……ん」

　這入っては出て行く動きに翻弄される。大きな身体の下で甘い吐息を紡ぐしかできない。

「友樹さん……っ」

　腰に足を絡めた。こんな大胆な仕草をした自分にも驚くが、少し余裕ができたのかもしれない。

「っ……」

　呻いた友樹が、激しく腰を繰り出した。本能のままに突き上げる。

　汗で濡れた肌同士がぶつかって妙に生々しい。乳首を舌先がつつく。奥がざわめいた。

「ああ……」

　揺れる乳房が揉みしだかれ、口内に乳首が含まれる。友樹の頭部に手を伸ばし胸元に押しつけていた。

　彼が強く攻め立ててくる。腰が浮いてぱたり、と手をシーツの上に投げ出した。

　ぱくぱく、と開閉する口からは彼を求めて喘ぐ声。頭をかき抱かれ、髪がかき混ぜられる。

「ゆ、友樹さん……」

　はあはあ、と息を乱し、背中に指を沿わせる。彼の大事な入れ墨に触れて存在を確かめた。強くて優しい友樹によく似合う昇竜。突き上げられた瞬間、爪を立てていた。

　避妊具越しに熱情が注がれていく。身体を預けてきた友樹を受け止め、意識を閉ざした。




　目を覚ました時は、午後を過ぎていた。

　シャワーを浴びて二人でゆっくりとソファでくつろぐ。友樹は着替えているが佳苗はバスローブ姿のままだ。ソファの上で友樹に肩を預けもたれる。

　身体がけだるく愛し合った余韻は未だ冷めそうにない。これが結ばれたばかりの高揚感というものか。火照った頬を両手で包み友樹を見つめていた。

　リビングのソファに身を寄せ合い座っている。友樹は疲れている佳苗と違い、すっきりした様子で調子が良さそうだ。

　大きな掌が手を撫でてくると、それだけでドキドキする。

「どこか行きたいところでもあるか？」

　ぼうっとしていた佳苗は声をかけられて大げさなほど肩を揺らした。

「まだ余韻に浸っているのか」

「……う、はい」

「いちゃついていたいが、せっかくの休日だ。外でデートでもしようか」

「行きたいところ……ランチを食べてドライブしたい」

「了解」

「……洗面室、お借りします」

　浴室も洗面室も清潔感が漂っていて綺麗だった。生活感があまりないようにも感じる。

　髪を整えてバッグの中から化粧品を取り出すと鏡の前でメイクをする。自分の部屋だと洗面室に三面鏡があるが男性の部屋は洗面室にしか鏡はないようだ。

　着替えてソフトなメイクをすると、洗面室の扉を開けた。

「お待たせしました」

　友樹が目をすがめた。

「可愛いな」

　おいでと手招きされ、抱きしめられる。ふいのスキンシップはいつになったら慣れるのだろう。

　佳苗のセミロングの髪を手ぐしで梳かして微笑む。

「行こう」

　ランチを食べ、夜まで恋人と過ごす特別な休日は何もかもが新鮮だった。休日に限って時間が過ぎるのが早く感じられるのが悲しい。身体が結ばれた後だからだろうか。

　送ってくれた車が去るととても寂しく思えた。







三・彼は紳士だけどワイルドで男っぽい人でした。








　結ばれてから何もかも新鮮で、新しい自分になった気がしていた。大好きな人と結ばれて、同じ会社で働いているという現実。

　もしも友樹の側で働いていたら、もっと意識してしまったかもしれない。

　秘書課ではなく別の部署なので遭遇頻度は限られる。どこかで偶然会う度、ドキッとしてしまうのだけれど。

「お疲れさま」

　目を細めて笑いかける仕草にいつだってときめくけれど、自分一人に向けられたものだったらと、考えてしまう。

　──私ったら。

　結ばれる前、友樹は彼に関しての重大な秘密を明かしてくれた。杉本組の関係者は周知しているだろうが他の社員は知らない人も多いだろう。

　杉本友樹は極道である杉本組の組長。そのフロント企業である不動産会社で社長を務めている。

　組長としての姿は知らないが、背中に描かれた優美な昇竜の姿をはっきりと確かめた。

　彼の真実に飲み込まれてしまう日が、そのうち来るのだろうか。

　会社には秘密の関係でも普段から仲良くしている高林にだけは事情を伝えておこう。意を決してランチの時に切り出すことにした。

「高林さん、大切な話があるの」

　何かを決意している様子を察した高林が、真剣に耳を傾けてくれた。

「驚くと思うんだけど、杉本社長と付き合い始めたの」

　自然と頬が熱を持つ。赤くなった頬を誤魔化すように水を飲んだ。

「そうだったのね」

　高林は優しく笑いかけてくれた。

「言いづらかったでしょうに正直に話してくれて嬉しい。佳苗、ありがとう」

　高林はこちらを見て瞳を緩める。心の底から言ってくれているのが伝わってくる。

「高林さん」

「驚いたけど、応援してるわ。社長はいい男だからあなたも幸せになれるわよ」

　胸がじいんと熱くなる。化粧室で噂をしていた女性社員は、友樹のことを煙たがる物言いをしていたのに。彼女の人柄が分かっていたから、話せたのだろう。

「上司と部下の関係は面倒で大変だろうけど、私は味方だからね」

「ありがとう」

　言い添えてくれる優しさに感謝した。あとは、心配してくれていた夏海にも話しておかなければならない。

　その日、残業もなく仕事が終わった佳苗は、会社に残っている友樹にメールを入れた。

『お仕事お疲れ様です。お忙しいでしょうが頑張って下さい』

『ありがとう。佳苗もお疲れ様。ゆっくり休めよ』

　メールを送った後、すぐ返信が届く。ささやかなやりとりでも、じんわりと心があったかくなる。帰宅し、夕食と入浴を終えた後、佳苗は、夏海に電話を入れた。




「佳苗、少しご無沙汰ね」

「うん。連絡できなくてごめんね」

「お互い忙しいんだからしょうがないよ。で、今日はどうしたの？」

　久々に電話できることが、夏海も嬉しいようだった。声がどこか弾んでいる。

「実は、杉本社長と付き合いだしたの。彼も私を想っていてくれて」

「ひょっとするとお互いに二年越しの片想いってこと!?」

　夏海の声が、一段と大きく聞こえた。

「そうなるかな」

「ロマンティックっていうか、そういうのってなかなかないわよ。羨ましい」

　どこか面白がる様子の夏海に、電話越しに照れてしまう。

「お姉ちゃん、私も実は驚いてるのよ。まさか両想いだったなんて」

「奥手の佳苗が社内恋愛。しかも相手は社長……今年一番驚いたニュースね」

　感心した様子の夏海は、いつだって佳苗を応援してくれた。

　片想いが打ち砕かれた時も佳苗の魅力が分かるとっておきのいい男はその内必ず現れるからと励ましてくれた。

「現れたでしょう」

　内心を見透かされたように言われた。

「とっておきすぎて、私にはもったいないくらい」

「佳苗に似合う人ってことよ。もったいなんて言ったら失礼よ」

　たった一人の姉の言葉が、胸に響いてくる。

「会社に居づらくなったりしなければいいんだけどね。それだけが心配」

　夏海に、電話してよかったと改めて感じていた。




「佳苗の部屋に行ってみたいな」

　信号待ちの車内で聞こえてきたのはそんな言葉だった。

　佳苗は、思わず運転席に視線を向けた。彼の運転する横顔はとても真剣なものだが、口元は緩く弧を描いていた。期待をしているのだろうか。

「いいよ。今日はうちに来て」

　週の半ばの水曜日、運良く残業もなく友樹の運転する車で帰っていた時だった。

　今日は、夕食をとってそのまま送ってくれるのだと思っていたのだが、佳苗の部屋に来たいと彼が言い出して、内心ドキドキしていた。

　──うち、狭いし恥ずかしいな。

　友樹が、来たいと言ってくれたのが嬉しくて了承したが、戸惑いもあった。

「そうだ。コンビニに寄ろう？」

「いい考えだ」

　道案内し、姉の夏海が店長を務めるコンビニに向かう。店内に入るとおなじみのメロディーが流れ、どことなく楽しい気分になる。

　姉が店長をしているのは別にして、佳苗が一番好きなコンビニチェーンは以前からここだった。

「いらっしゃいませ。こちらへどうぞ」

　夏海は手際よく丁寧にレジ対応をしてくれる。

「夏海、いらっしゃい。お店に来てくれるの久しぶりね」

　レジが終わった後、さりげなく声をかけてくれた夏海に、近くにいた友樹を紹介する。視線が合うと夏海は、友樹に目礼した。

　事前に話していなかったため、彼女も少し戸惑っているようだ。

　ちょうどレジを交代する時間らしく、友樹と外で夏海を待つことにした。少しして、夏海が小走りでやってくる。

「初めまして。杉本友樹と申します。佳苗さんと真剣にお付き合いさせていただきます」

「妹からお話はうかがっています。この間、電話で教えてもらったんです。こんなに早く会えるなんて思いませんでした」

　夏海は、隙のない笑顔を浮かべ、友樹に対峙している。

「また日を改めてご挨拶させて下さい」

　友樹はそれに応えるように完璧な微笑みを浮かべて告げた。

　夏海は恐縮し、頷いた。佳苗は姉に友樹を会わせることができてほっとしていた。

　電話をした時から、紹介したくてうずうずしていたのだ。




　姉と別れ再び帰路につく。

「ここの角を曲がったところです」

　道案内して、アパートに辿り着く。車を降りた時友樹が口を開いた。

「佳苗のお姉さん、いい人そうだ。若くして店長ということは有能なんだな」

「自慢の姉です。私と違って器用で何でもできて」

「自分を卑下しなくていい。佳苗は魅力的なんだから」

　魅力的すぎる友樹に言われると、顔を真っ赤にしてしまう。

　二階までは外階段で上る。右端の部屋に着くと、鍵を開けて友樹を招き入れた。

「いらっしゃいませ。本当に狭いんですが」

　社長である友樹の住む立派なマンションを思い浮かべると、自分の部屋に彼がいることに違和感を覚える。

　友樹に座布団を勧める。ドリップコーヒーを淹れて戻ってくると、彼はこちらを見つめていた。

「可愛らしい部屋だと思うよ。佳苗らしい雰囲気だ」

　友樹は内装やインテリアを見ていたらしい。

　６畳のキッチン、寝室兼居間という作りのアパートだ。独身専用なのでコンパクトだが広くないので逆に使いやすい。内装は入居した時のままだが、ベッドやチェストなどインテリアは、暖色で統一した。

「そうですか？　ありがとうございます」

　嬉しくなって抱きつきかけたが、さすがにためらわれた。照れたのを誤魔化すように話を変える。

「ごはん、すぐ作りますので！」

「楽しみだ」

　行きつけのスーパーで買った食材で、レタスチャーハンと、コンソメスープ、マカロニサラダを作りテーブルに並べる。

　一人で使っているテーブルに二人分を並べるのは不思議な気分だ。

「こういう真心のこもった食事、久しぶりだな」

　友樹は目を輝かせる。

「気持ちだけはこもってます」

　友樹の方が料理の腕は上手いと思うが、好きな人に作る食事ということで気合いは入っていた。彼の言葉には嘘は一切なく、本気で言ってくれているのが分かる。両手を擦り合わせて彼に視線を向けた。

「美味しいよ」

「よかった」

　友樹は、出した料理を勢いよく平らげていく。見事な食べっぷりには思わず目を瞠ってしまう。豪快に食べ終えると彼は満足そうな表情を浮かべた。

「ごちそうさま」

　テーブルにスプーンを置くと友樹は感想を教えてくれる。

「特にレタスチャーハンがよかった」

「私も一番、よくできたと思ってます」

　一番うまくできたと思った料理を褒めてもらえると作った甲斐がある。

「毎日でも佳苗の料理、食べたいな」

　友樹は、心からそう思っているように言った。嬉しすぎて言葉にできない。顔から火が出そうだった。

　食後、食器の片付けを手伝ってくれた友樹に感動を覚える。

　何事もスマートにやってのける人だ。テーブルを片づけた居間でまったりと語らう。午後八時を迎えようとしていた。

「ここに来られてよかった」

「そうですか？」

　友樹はしみじみとした様子だ。膝の上に置いた手に指が絡む。どくん、と心臓が跳ねた。

　視線が、ぶつかる。唇が、ふわっと重なる。

　唇で唇を挟んだり、啄むように触れては離れる。背中に腕が回り、抱きしめられて、息をつく。

「帰りたくないな」

　目を見ひらき口元を押さえる。頬は熱を持っていた。

「冗談だよ」

　クスッ、と笑われ髪を撫でられる。からかわれたのだと気づいて、友樹の服の裾を掴んだ。

「こら。冗談にできなくなるだろ」

　抱きしめていた腕が離れる。名残惜しそうな雰囲気だった。

　玄関まで共に向かい、見送る。

「ゆっくり寝ろよ。おやすみ」

「はい。おやすみなさい」

　瞬きする瞬間も惜しかった。彼の姿を長く捉えていたい。佳苗は、ふわりと香る残り香の中、しばらく立ち尽くしていた。

　今更自分の行動に照れてしまい、かき消したくてお風呂に向かう。身体を洗うとバスタブに浸かる。

　炭酸の入浴剤は、仕事の疲れを癒やしてくれるようだ。

　──意地悪をするんだから。もう。

　佳苗より大人で、手練手管を知っている彼に虜になってしまうのも仕方がない。湯船に顔を沈ませながら週末、愛し合える時に想いをはせた。

　その時のことを想像するのは、はしたないだろうか。じゃぶじゃぶとお湯で顔を洗い、脳裏からかき消そうと必死になった。

　甘すぎる罠に落とす友樹が悪いのだ。友樹のせいにする勝手な自分に少しだけ呆れた。




　木曜日、昼休憩に食堂へ向かおうとしていた時だった。

『水城佳苗さん、お客様がいらっしゃっています。応接室までお願いします』

　お客様が来たことは一度もなかったので、きょとんとする。誰だろう。放送に促されるように自分のデスクを立つと高林に声をかけられた。

「佳苗、私は先に食堂行っているわね」

「分かりました。私が遅かったら先に戻ってください」

　エレベーターまで一緒に歩き、そこで別れる。

　二階でエレベーターを降りると、応接室の扉をノックした。お客様を案内した女性社員が、扉を開けてくれた。

　中へ進むとソファに長い髪の人物が、座っているのが見えた。側まで来て、目が合いぞくりとしたものが背筋を駆け抜ける。

　キリリとした眼差しに射貫かれる。優美な美しさを持つ和服の若い女性は、厳しい表情を向けてきた。

　内心、動揺したが必死で冷静さを保ち、会釈する。彼女の向かいに座ると、息をつく音がした。

「あなたが、水城佳苗さん？」

「は、はい。そうですけど」

　初対面の女性は、こちらの名前を知っていた。

「私は白しろ崎さき瑞み麗れいと申します」

　強い眼差しと口調だった。白崎瑞麗と名乗った彼女は、頬に落ちた艶のある黒髪を払い、猫のような大きなアーモンドアイで見つめてきた。

「単刀直入におうかがいしますが」

　決して友好的ではない雰囲気だ。なんだか敵地に乗り込んできた感じも受ける。

「あなた、友樹お兄様とお付き合いなさっているんですって？」

　先程より激しい口調に、思わずびくっとして問いかけていた。

「あ、あの……」

　きっ、とこちらを見据える視線は、明らかな敵意がある。普段、ふわっとしていると言われる佳苗でも感じ取れるほどだ。偽りは通じないと思った。妹がいたという話は聞いたことがないが、彼女にとって友樹はそう呼ぶくらいに大切な存在なのだろう。

　だからこそ、同じように彼を思う一人の女として彼女に嘘を伝えたくないと口を開く。

「はい。お付き合いさせて頂きます」

　正直に答えたら、瑞麗は目をつり上げた。全身から燃え立つ憎しみのオーラを感じるものの、その美しさは少しも損なわれておらずギャップを感じてしまう。ツンとした態度でも愛らしいとは得な人だと感心した。膝の上に置いた手に爪を立てる仕草は、こちらがされている錯覚も覚えた。

「……あなた、生半可なタマじゃないわね」

　上品な風貌の女性から出た言葉には思えなかった。

「私がこちらを訪れたのは、あなたに重大なお話があったからです……しらばっくれるわけじゃなく正直に答える佳苗さんの度胸には感心しました」

　彼女の言葉の端々には悪意が込められており、ちっとも感心しているようには思えなかった。

　彼女が話す重大な話とは、間違いなく友樹とのことだろう。

「私は、幼い頃に友樹さんとの結婚を約束された身です。つまり許嫁ということです」

　一気に言いつのった瑞麗は、一歩も引かない様子だ。今は、黙って彼女の話を聞くしかない。

「近い将来、あの方の妻になるのは、この私なんです」

　話が見えてきたと思った次の瞬間、決定的な台詞を聞いた。

「友樹お兄様とお別れしてくださいませんか？」

　あまりの圧に視線をそらせなかった。







四・極道のお嬢様が乗り込んできました。








　もう少しで休憩が終わる時間だが解放される気配はない。壁時計の時間を確認し、いつ開放されるのだろうと焦り始めた頃ノックの音が響いた。

　おそらく、佳苗が一番会いたくて窮地を救ってくれるだろう人物だ。友樹は、悠然と入室してくる。佳苗と目が合うと小さく頷いた。

「お兄様！」

　瑞麗は、ソファから立ち上がり、友樹の方に身体を向けた。

　側にいこうとした彼女を涼しい顔で制し、友樹は一つ息をつく。瑞麗を一瞥した視線は優しいものではなかった。

　少なくとも許嫁という間柄の相手に向けるものではない。対する瑞麗は、愛おしそうに友樹を見つめていた。

　こちらの存在などいないかのように。

「何しに来たんだ。ここは会社だ。仕事をする場所でお前が遊びに来る場所じゃない」

「っ……！」

　瑞麗は口をぱくぱくとさせたあと、大きな瞳を潤ませた。口をへの字に曲げた彼女は、佳苗の方を振り仰いだ。

　びくっとするが、彼女にさきほどまでの勢いは感じられなかった。

「佳苗、せっかくの昼休憩なのにすまない。もう午後の就業時間だぞ」

　友樹に言われてはっとする。

「今回のことは、こちらに責任がある。時間分の給与は発生するから安心してくれ」

　友樹は午後の就業時間を過ぎているが、影響はないと言い添えた。申し訳なさそうに頭を下げる彼に恐縮し、頭を下げる。

「社長とご結婚の約束をされていると聞きました」

　佳苗が伝えると、友樹は深く息を吐き出した。

「親同士が決めたことだ。俺は承知していない」

　瑞麗は、唇を噛み友樹を見つめた。

「お兄様……、お話が違います！」

　友樹と距離を詰め、スーツの上着を掴む。瑞麗の手は小刻みに震えていた。

　年の差はあるが、とてもお似合いに見えた。美男美女という言葉がしっくりくる。絵姿のように釣り合っていた。

　極道の家柄同士の近しさも感じる。友樹は、すり寄ってきた瑞麗を引き離すことはせず困惑しているようだった。

　傷つけたくないというのもあるのだろうか。さきほど、拒絶の態度を示したがやはり大切な存在なのだろう。

「……何も知らずにごめんなさい」

　泣きそうな気分で、ふらふらと応接室を後にした。

「佳苗！」

　扉の向こうから、聞き慣れた低音が聞こえてくるが、振り向かずにエレベーターに乗った。

　持ってきていたお弁当を三時の休憩に食べることになってしまった。

「お疲れ様……とんだお客様だったのね」

　高林が、給湯室で入れてきたコーヒーを渡してくれる。

「ありがとうございます。会ったことのない女性でした」

　これ以上は言えない。相手は佳苗に宣戦布告しに来た女性だった。友樹を恋い慕い、佳苗に対して敵意を隠さなかった白崎瑞麗。

　彼女は中々気が強そうだった。コーヒーを飲んで一息つく。十分ほどの休憩時間はあっという間に過ぎていった。

　どうにか一日の仕事を終えたが、どこか空虚な気分は消えない。仕事に打ち込んでいれば、他のことを意識せずにすんだのに、乗り込んできた瑞麗と、友樹の姿が頭を離れない。

　友樹は困惑していたが、瑞麗を引き離すことはしなかった。瑞麗は、終始攻撃的だったが友樹を慕わしく思うゆえだったと思う。

　後から出てきた佳苗の方が部外者なのだ。彼女は、友樹と一緒になれる日を夢見て生きてきたはずだから。

　帰り支度を整えると、高林と共にエレベーターで階下に下りた。

　友樹から、着信が何件も入っていて、やりきれなくなる。その時、再び電話が震えた。怖くなって、目をつむる。

　そのまま着信が途絶えるまでやり過ごした。帰宅したら、メールが入っていた。

『今日のこと、ちゃんと話したい。佳苗が大丈夫な時でいい。返事をくれ』

　言葉を選んだのだろう。切実に訴える友樹に罪悪感を覚えたが、メールの返事は送らないまま眠りについた。




　翌日、待ちわびた金曜日だったはずが、どうもテンションが上がらない。会社に向かう途中に、何度かため息をついてしまい、こんなのじゃ駄目だと自分を叱咤した。

　エレベーターに乗ろうとした時だった。後ろから、大きな影が滑り込んで来た。気配で誰か分かり、気まずさがこみ上げてくる。

「おはよう」

「……社長、おはようございます」

　横に立った友樹を見ないように身体をずらし、エレベーターのボタンに手を伸ばした。佳苗は部署の階数を押し、友樹のために社長室のある最上階のボタンを押した。

「ありがとう」

　さりげなく言われ、頭を下げてエレベーターを降りる。会社の中では、恋人同士ではなく上司と部下として接している。

　交際し始めてから、ふと会った時に甘い雰囲気になることもあったが、今日はそっけない。食堂などで見かけても友樹は他の社員と同様にお疲れ様と声をかけてきただけだ。

　少し寂しいと感じると同時にこれが当たり前だと思う。二人は恋人関係である前に、社長と社員だ。




　仕事が終わり会社を出て歩いていると電話がかかってきた。表示名は夏海だ。

「お姉ちゃん？」

「お疲れ様。急だけど夕食、一緒に食べない？」

　明るく快活に話しかけてくれる夏海の声が、落ち込んでいた自分の心を引き上げてくれる。嬉しくて思わず涙が出てきた。

「うん！」

「佳苗の家の最寄り駅の近くにレストランあるでしょ？　あそこで待ってる」

　夏海の勤務するコンビニにも近いし、二人でたまに行くこともあるレストランだ。先程までは悲しい気持ちで帰路についていたが、夏海に会えると思えば足取りは少し軽くなる。駅で電車に乗り込むと、佳苗の住む街で降りた。

　駅を出て少し歩けばレストランに辿り着く。夏海は、レストランの外で待っていてくれた。

「お姉ちゃん、中に入ってくれていてよかったのに」

　思わず言うと夏海は、軽く笑い声を上げた。

「呼びに来ただけだから、大丈夫」

　二人でレストランに入っていく。夏海は、席を取っていてくれたようだ。向かい合って席に座りお互いにメニューを開く。

「何にしようかな。パスタかオムライスが食べたいかも」

　佳苗は薄く笑う。夏海はいぶかしんでいるようだ。姉に気遣わせてしまっているのが、申し訳ない。

　瑞麗とのことで友樹とぎくしゃくしてしまったことが、心に影を落としていた。

「心ここにあらずって感じね。何かあったの？」

　ぎくっとして反応に困ってしまった。メニュー表に顔を伏せて、表情を気取られないようにする。

「話せないなら無理に言わなくていいけどね」

　心配している夏海の声を聞き、メニュー表から顔を上げる。瞳が曇っていた。鼻がツンとしてしまう。口を開いた時、声は掠れていた。

「私、友樹さんとは上手くいかないかも」

「別れるってこと？」

　ズバリ、言われると胸がズキズキと痛んだ。震える声をごまかせない。

「彼には許嫁の女性がいたの」

　ぽつりぽつり、話し始めると夏海は辛抱強く続きを待っていた。メニューは注文せずひとまず話すことにした。

「どうしてそれが分かったの？」

「その人が、会社にやってきて宣戦布告したのよ。幼い頃からの仲で友樹さんと結婚するのを夢見てる感じだった。お兄様って呼んでたから子供の頃は、兄のように思っていたのかもしれない。彼女にとって私は、いきなり出てきた憎い恋敵なのよ」

　一気にしゃべると、重い事実に打ちのめされそうになる。泣きたくないのに頬を熱い滴が流れテーブルに落ちた。

「そういうことか」

　夏海は納得したようだった。

「友樹さんとは、話をしたの？」

「……できないよ。話したくない」

　ふるふると首を振る。

「とりあえずたべて元気だそう」

　あくまで明るく接してくれる姉に、感謝の気持ちがこみあげる。大きく頷くと、お互いメニューを注文した。店員が下がると、夏海が口を開く。

「無理しないでいいんじゃない。泣いている佳苗を見たくないし、あなたを傷つける人の側にいてほしいとは思わない」

　夏海はきっぱり言い切った。

「彼と付き合うようになってから雰囲気が変わっていて驚いたの。今の佳苗、本当に綺麗だもの。だから上手くいってるのかと思ったんだけどね」

　姉に褒められて、気恥ずかしくも嬉しかった。

「お姉ちゃん、私、本当は諦めたくないの。自分では綺麗とか思わないけど、それでも友樹さんと付き合う中で、変わった気がするから」

　さっきまで、諦める気満々だったが姉に励まされて反対の気持ちがわいてきた。友樹と一緒に過ごした時間を思い出すと、失いたくないと強く感じるのだ。

「友樹さんと離れたくないの」

　目に力を込めて伝える。

　──彼のことは誰にも譲れない。

　そう感じた佳苗は、いつになく強気な顔で微笑んでいた。

「そう言ってくれてよかった。さすが私の妹ね」

　そう佳苗が告げると夏海も安心したように微笑む。暗い雰囲気も消えて明るく夕食の時間を過ごすことができた。




　帰宅し入浴した後、ベッドの端に座る。枕元に携帯電話を置くと深呼吸をした。

　──よし、電話かけよう。直説話さなくちゃね。

　決意し、携帯電話のアドレス帳を開いたところだった。

　画面に着信のアイコンが表示され、慌てて出ると、友樹の声が聞こえてきた。

「佳苗、今大丈夫か？　この間のことをもう一度話したいんだ」

「私も友樹さんと話さなければと思ってたところなの」

　息をつく音がする。

「大事な話だ。電話より直接、会って話そう」

　電話に出たことで、佳苗の気持ちも変化したと感じているのだろう。

「うん。私も会いたい」

「それじゃあ日曜日の午前中に迎えに行く。待っていてくれ」

　誘ってくれたことに感謝していた。自分からは言えたかどうか分からない。




　日曜日、アパートの外で待っていると友樹がやってきた。彼は、紺色のジャケット、白いポロシャツ、紺のスラックスで佳苗はチュニックワンピースだ。

　友樹のマンションに着くと、彼がランチを作ってくれ、一緒に食べた。会うのが久々だから、少しぎこちない雰囲気もある。

「佳苗、来てくれてありがとう」

　遠ざけたのはこちらなのに友樹はそんな風に気遣ってくれる。少し、瞳が揺れたのは彼も不安だからだろうか。

　食後の紅茶を飲みながらソファに座る。いつもより少し距離を開けて座ったのは、友樹なりのけじめだろうか。唇を噛みしめ、表情を引き締める。

　瞬きもせず彼を真っ直ぐ見つめ、小さく息をつく。勇気を出して唇を開いた時、彼はとても優しい眼差しでこちらを見ていた。

「話を聞かずにあなたを遠ざけてごめんなさい。拒絶したのは、私が弱いから逃げたんだって気づいた。本当に子供みたい」

　自嘲すると、隣から大きな手が伸びてきて膝の上に置いた手を掴んだ。掴んだというより重ねただけだ。

「瑞麗のことで迷惑をかけて傷つけたのはこっちだ。本当にすまない」

　顔を横に向けて、見つめられる。友樹はやわらかい表情を浮かべていた。先程までのぎこちない空気が消えていてほっとする。

「親同士が勝手に決めた結婚だが、俺は納得していなかった。彼女……瑞麗は小さい頃から知っているし、俺にとっては妹のようなものだ」

「友樹さんをお兄様と呼んでいたし、彼女にとってもお兄さんみたいな存在だったのね」

「ああ。子供の頃はよく遊んでやった。瑞麗は白崎組の一人娘で、杉本組の傘下である白崎組とは懇意にしているから」

「そんな繋がりがあったら、意識してしまっても仕方ないかも」

「瑞麗が、俺のことを慕うからお互いの親同士……つまりは杉本組と白崎組の組長だが。その二人が冗談交じりに俺と瑞麗が将来結婚したら、組同士の結束も強くなって万々歳だとか言ったことがあった。それを瑞麗は本気にしてしまったんだろう。俺は妹のように可愛がっていたが、彼女に恋愛感情を抱くことはなかった」

「……瑞麗さんは、友樹さんのことを本当に大好きなのが伝わってきたわ」

「……そうだな。俺も知っているんだが、彼女の気持ちには応えられない」

　友樹は、きっぱりと言い、肩を抱き寄せた。

「佳苗と出会っていなくても同じだったと思う。今は佳苗がいるから他の存在なんて目に入らないわけだが」

　じんわりと涙の粒が浮かぶ。友樹は信じられる人だ。顔を上げてまっすぐ見つめる。

「佳苗、嫌かもしれないがもう一度瑞麗と会ってもらえないだろうか？　悪い子じゃないんだ。俺は二人に仲良くなってもらえたらいいなと思っている」

「うん。分かった」

「その答えを聞いて安心した」

　友樹が優しく笑ってくれ、嬉しくなって手を握りしめる。彼が家族のように大事にしているのであれば、お願いとは関係なく仲良くなりたいと感じた。

「そうだな。今度の土曜日に俺の実家に来てもらえないだろうか？」

　友樹の実家ということは、杉本組だ。そこに連れて行ってくれるのなら友樹にとって佳苗は大事な存在ということなのだろう。

「……行きます」

　少し怖いと思う部分もあるが、彼とこれからも過ごしていきたい気持ちが強かった。

「ありがとう」

　友樹は、長い腕を回し抱きしめてきた。彼の腕にそっと自分の手を添えて息をつく。やはりこの腕の中にいるのが好きだ。




　約束の日。迎えに来てくれた友樹は紺色の着流し姿で髪は、会社の時と違い下ろしていた。とても落ち着いた雰囲気で色気を漂わせている。佳苗は彼と違い、洋服姿だ。水色のワンピースで腰元にベルトをしている。

　──友樹さんは、和服が決まってるなあ。私は洋服でよかったのかな。

　見とれていたら、彼はこちらを不思議そうに見てきた。

「どうかしたのか？」

「かっこよくて色っぽいなって」

「ありがとう。ヤクザの正装みたいなものだ」

　会社とは雰囲気が違う友樹の姿が新鮮で、ずっと見ていたいと感じた。柔らかく微笑んで手を差し出されて車に乗り込む。

　車内でもちらちら横目で見てしまった。友樹が組長を務める杉本組は車で二十分ほど先にあった。

　門の前で車を降りると杉本と表札がかけられていた。塀は横に長く続いているようだ。

「一見、極道の屋敷とは分からないだろう？」

　こくりと頷く。お金持ちの屋敷としか見えない。門から中に入ると壮麗な中庭が続く。広い池には、錦鯉が泳いでいた。

　テレビで見たことがある光景だ。竹から水が流れ、池に注がれている。踏み石を超えた先に家屋があった。大きな表札に杉本組と書かれている。

　外の表札は、擬態だろう。極道の屋敷だと目立つわけにはいかないからだ。

「ここって、組長としての友樹さんが過ごす場所でしょう」

「そうだ」

　建物を見上げると瓦葺の屋根には、鯉の彫刻が彫られている。和風建築の豪華なお屋敷だ。

　重ねられた手に力を込め中へと入っていく。戸を開けると、黒服の男性達がずらりと並び頭を下げていた。

「オヤジ、おかえりなさい。お待ちしておりました」

　黒服の男性の一人が歩み出て、友樹に頭を下げる。

「ああ」

「皆様、お揃いになっております」

「銀ぎん二じ、こちらが水城香苗嬢だ」

　慌てて頭を下げる。銀二と呼ばれた男性は、目礼をした。

　銀二の後ろを歩いて中へ進んだ。長く続く廊下の先で、黒服の男性が立ち止まる。襖が連なった部屋だ。

「オヤジが戻られました」

　銀二が告げると彼の手により襖が開かれる。二間続きの和室だ。二十畳はありそうだった。

　友樹の後ろを歩いて行く。瑞麗が近くに座っているが、こちらに視線は合わせなかった。

　一番奥には壮年の男女が座していた。二人は友樹と顔立ちの雰囲気がよく似ていて彼との繋がりを感じる。

　二人は、こちらに視線を向けている。それぞれの目の前には湯飲みが置かれていた。強い眼差しに緊張を覚えるが敵意を向けているわけではないようだ。

　この部屋には、友樹の両親、瑞麗がいて隅には銀二というメンバーがそろっているようだ。黒いスーツを着ている銀二と洋服の佳苗以外は、皆が和装を纏っている。

　友樹の両親は地味な着物だが、瑞麗は小花が散った着物姿で今日も可憐だった。緊張で手が震えそうになるが、友樹が、一度強く握ってくれてこらえることができた。

　隣り合って座布団に腰を下ろす。しっかりと前を見ていると厳しい眼差しがあった。この場を切り抜けなければ友樹との未来は勝ち取れないのだ。

　友樹が頭を下げたので同じように下げる。

「戻りました。この度はお集まり頂きありがとうございます」

「友樹に組を任せて何年かな？」

　口髭をたくわえた壮年の男性が、語りかける。周りを圧倒する雰囲気は組を長年率いてきたからだろう。

「三年ですね。三十になってすぐ組長の座につかせて頂きました」

　友樹は不動産会社で社長を務めている時の姿とは、がらりと違う雰囲気を漂わせていた。佳苗にはどちらも魅力的に思えた。

「お前さんのおかげで今は、気楽な隠居生活よ。後はしっかり女房をもらって組をもり立てていってくれや」

　友樹の父は、顎をしゃくり瑞麗に視線を送った。瑞麗は、まんざらでもない風に微笑んでいる。

「瑞麗ちゃんと結婚するつもりがないって本当なのかい？」

　頭をかんざしで結わえた妙齢の美女……友樹の母が強い眼差しで見つめてくる。

　こちらにも視線を感じ、うろたえた。彼女は、遠回しな表現が嫌いなようだ。

「本当です。瑞麗とは結婚するつもりはありません。もとより互いの組長同士が決めたことで、私はあずかり知らぬことでした」

　きっぱりと告げる友樹の表情は真摯そのものだった。

「瑞麗ちゃんが幼い頃から、仲良かったじゃねぇか。おめえもそのつもりじゃなかったのか？」

「私にとって瑞麗は、大切な妹です。だから、恋愛対象として見たことはありませんでした」

「……瑞麗ちゃんは、ずっとあんたと結婚するつもりで生きてきたんだけどね」

「瑞麗には申し訳ないと思う。だが、俺は心に決めた女性がいるんだ」

　友樹が顔を向けてくる。こちらを見る眼差しには紛れもない愛情があった。視界に入った瑞麗は唇を噛んでいる。どうにか泣くのを堪えている様子が痛々しく彼女を改めて憎んだりできないと思った。

「口約束だったけどな。俺らは友樹と瑞麗ちゃんが一緒になってくれたらとずっと思ってたよ」

「白崎組とこれからも互いの組をもり立てていきたい。それは、瑞麗嬢と婚姻を結ばずとも関係ないことです」

　友樹は、とても冷静だった。落ち着いた様子で両親に対峙し自分の思いを伝えている。

「瑞麗が大事な妹であるのはこれからも変わりません。会社に瑞麗が来た時は彼女の振るまいが許せず厳しい態度を取ってしまいましたが。慈しんでいる気持ちは信じてほしい」

　最後の言葉は、瑞麗嬢に向けているようだった。佳苗に対するものとは違うが親愛が感じられる優しいものだ。

　その時、瑞麗のすすり泣く声が聞こえてきた。彼の声に感じ入ったのだろうか。

「……お兄様、ずるいですわ。反論の余地を残してくれないのですから」

　瑞麗は持っていたハンカチを握りしめる。潤んだ大きな目がこぼれ落ちそうだった。

「あなた、極道の妻になるのは大変ですのよ」

　友樹の母からの視線を感じた。息子の相手を見定めようという意思が見えてどきっとした。頭を下げると彼女はきょとんとした後、微笑んでくれた。

　交際宣言をしにきたのではないのか。いきなり飛躍した表現に動揺する。

　おろおろして、友樹の方を見つめるが、彼は泰然と構えていた。

「今言えるのは、彼女──水城佳苗さん──と真剣に交際しているということです。決して生半可な気持ちじゃない。白紙に戻すだけの話ならそもそも連れて来ていませんから」

　皆がいる中で、ぎゅっと手を握りしめられる。

「おめぇが言うなら本気なんだろうな」

「もう長く付き合っているような感じにも見えるしねえ」

　友樹の母は口元をハンカチで押さえて含み笑いをする。

「……瑞麗、今日は来てくれて感謝する」

「恥をかかされたんですもの。お兄様の本気を見せてほしいものですわ」

　ツン、と言った瑞麗は涙がにじんだ瞳のまま部屋を出て行った。その仕草は楚々として、上品なふるまいだった。

「佳苗さんと言ったか？」

　いきなり友樹の父に話しかけられて思わず肩が揺れた。

「は、はい」

「友樹が選んだ女性だ。俺はその意思を尊重しよう」

　友樹の母もたおやかに微笑んでくれた。

「会食の準備ができております」

　──えっ。まだ終わりじゃないの！　緊張でごはんどころじゃないのに。

　あわあわしていると耳元で囁かれる。

「大丈夫だ」

　友樹の両親に続いて部屋を出て行く。別の座敷に行くと料理のお膳が並べられており、瑞麗も座っていた。意外に肝が据わっている。やはり、極道の令嬢だ。




　内心は複雑だったが、思いの外和やかに会食は進んだ。豪華な食事に手をつけるも、中々食が進まなかったが、友樹に気を使わせたくなくて残さず平らげた。

　会食後に出されたお茶を飲んでいると、瑞麗が隣にやってきた。

「佳苗さんってやっぱり図太いですわ」

「図太い!?」

「極道の男と付き合うんですもの。それくらいじゃないと困りますけどね」

　瑞麗の眼差しには、優しさが垣間見えた。最初の対面の時にはなかった柔らかさを感じられる。

「瑞麗も覚悟があって会社まで乗り込んできたんだろう？」

「……もちろんですわ」

　ふい、と顔を逸らす様子がとても愛らしくて、思わずふふっと声が出ていた。

「やっぱり相当のタマ。お兄様が選ぶくらいの女ですものね」

　悪態のようだが、きっと悪い意味ではない。友樹が妹のように慈しんでいるのが側で見ていて伝わってきた。可愛くて仕方がないのだろう。

「お兄様、今夜は屋敷で過ごされるんでしょう？」

「そのつもりだ」

　友樹と瑞麗で交わされる会話は佳苗が初めて知らされる内容だった。動揺が顔に出てしまった佳苗に、友樹は口元を緩め笑いかけてきた。

「この屋敷が、佳苗に気に入ってもらえるといいな」

　そうして杉本組の屋敷に泊まることが決まった。会食していた座敷から出ると友樹の部屋に向かった。







五・いきなり婚約だなんて!?








　友樹の部屋は洋室だった。これまで立ち入った部屋が和室なので驚く。メインの部屋にはソファ、テーブルがある。扉を開けた先の部屋は寝室だった。

　そこにはキングサイズのベッドが鎮座している。多分、友樹が普段暮らしているマンションの部屋のものより大きい。

「座ったらどうだ？」

「この部屋は洋室なのね」

「ああ。洋室も何室かあるよ。気に入ってくれたか？」

「マンションのお部屋ともまた違った雰囲気で素敵」

「ゆっくり堪能すればいい」

　ひょいと抱え上げられる。寝室のベッドに下ろされると心臓がバクバクした。大きくて立派なベッドに友樹と二人隣り合って座る。

　二人分の体重で、シーツが沈んでいた。

「ここ、破裂しそうだな？」

　大きな手が心臓のあたりに置かれる。そっと触れて音を確かめた。

「だ、だって……」

「そんなにも意識してもらえて嬉しいよ」

　きつく抱きしめられる。首筋に顔を埋めた友樹が息をついた。

「佳苗、今日の格好、めちゃくちゃかわいいな」

　友樹はこちらの服装を賞賛した。洋服姿は場違いかと思ったが褒めてもらえて飛び上がるほど嬉しくなった。

「私一人、浮いてなかった？」

「そんなことない。ありのままでいいんだ」

　チュッ。リップノイズがする。首筋に口づけを落とされて舌が這う。

「ん……」

　甘酸っぱい刺激に早くも酔ってしまいそうだった。

「杉本の屋敷に早く連れてきたかったんだ。俺の居場所だからな」

　耳元で話すから、吐息が触れてぞくっとする。

「友樹さん、和服姿似合ってるわ。色っぽい」

　襟元から覗く首筋に触れると喉仏があった。男性らしい部分だ。

「もっと触っていいぞ」

　なんだか自分が変態になった気分だ。友樹の言葉に甘えてそっと鎖骨に手を沿わせた。彼が、お返しとばかりに背中から胸に触れてきた。

「っ……あ」

　こっちは触っているだけだが、彼は明らかに愛撫していた。大きな掌がやわやわと乳房を揉みしだき感触を楽しんでいる。

　服の中に潜り込んできた指に背中をなぞられ、びくんとしなった。

　腰を支えられ、そのまま組み敷かれる。見上げると視界いっぱいに友樹の顔がある。情欲をともした眼差しをしていた。

「佳苗に会った時から抱きたくて仕方がなかったんだ」

　ぷち、ぷちと衣服のボタンが外されていく。着ていたワンピースがベッドの向こう側に放られる。明かりの下で下着だけの姿になった。

「隠すなよ。火照った肌を見たいんだ」

　胸元を隠していた両腕を難なく外される。

「明かり、消してほしい」

「明るい場所で、佳苗の姿を焼きつけてみたいが」

　妙に名残惜しそうだ。それでも願いを聞き届けてくれ照明は落とされた。部屋の明かりが消えても、真っ暗ではない。

　窓から覗く月の明かりが部屋に差し込んでいる。

「もったいないがこれも不要だな」

　フロントホックのブラが外された。空気に触れてぶるりと震えた頂を友樹の長い指がつまむ。

「もう感じてるのか？」

「ち、違う」

　否定の声もむなしい。硬くなった場所をこりこりといじられてそこが更に芯を持つ。友樹が教えてくれた快楽には従順になるしかない。

　首筋に髪が触れて彼の背中に腕を回す。友樹を引き寄せているようだと羞恥を感じたが、恥じらう様子は彼を煽ったようだった。唇が重なり、舌が侵入してくる。

　最初はそっと絡めて、こちらの官能を引き出すと、荒々しく絡められる。必死で友樹の舌を追いかけて絡めるが、彼の手練手管は想像以上だ。

　先に吸い立てられて、くぐもった声を出してしまう。舌で口内を突かれ、次第に肌が熱くなってくる。

　震える指先で着流しの背中をなぞると、はらりと着物が落ちて、友樹の肌があらわになった。厚い胸板を撫でて、心臓の音を確かめる。

　彼も同じくらい、鼓動が乱れていた。背中に腕を巻きつける。友樹が動くと、肩甲骨のあたりが盛り上がる。

　それが恐ろしいほど色っぽく感じた。そんな余裕も一瞬しかもたない。

「はっ……うう」

　キスを交わしながら指先が膨らみの上を這う。乳暈をなぞられ、尖った先をつままれると背筋に電流が走る。

　キスの合間に、息継ぎをするがすっかり声はとろけてしまっていた。

　唇はふくらみの上を滑り、周辺に舌を沿わせた。望んでいる刺激は中々与えられずもどかしい。友樹は硬く主張する場所の周りに幾度もキスをしていた。

　濡れそぼっているのが分かる。

「……っく」

「どうしてほしい？」

　まさか聞かれるとは思わず顔を横に向けシーツに押しつける。

「……唇で触って」

　どこをとまでは言えなかった。友樹に伝わったらしく頂に舌が巻きついてきた。もっと強く触ってほしい。そういう欲求が生まれてしまう。

　腰が揺れたのに気づかれたのか、ひときわ強く頂を吸われた。甘く歯を立てられたが気持ちいい感覚しかない。

　友樹の頭を抱きしめる。舌先で転がされ、唇に含まれる。じんわりと下腹部に熱がたまり、そこが溶け出していく。

　太ももの間に差し込まれた手が潤みを暴く。指先が触れただけで水音が立つほど濡れているようだった。

「素直な反応でかわいい」

　大きな手で胸を揉みしだかれ、敏感な尖りを指に挟みしごかれる。上がった息、肩も震えていた。友樹に乳房を愛でられると気持ちいい。

「柔らかくて触れると押し返してくる。最高だ」

　友樹にそんな風に言われ、嬉しくて仕方がない。乳房への愛撫に気を取られている隙に指が、秘所を暴いていく。

　濡れた場所を何度も往復しこすりつける。つ、と蕾に触れただけで、そこから蜜があふれ出すようだった。

「……ああっ」

　自然と両膝を立てていた。今日は少し性急かもしれない。蕾を捏ねては蜜の音を響かせる。乳首を舌先でつついては唇にくわえた。

　同時に触れられると、どうしようもない切なさに襲われた。脳裏が淡く濁って、一気にあの感覚が強くなる。

　友樹は蕾を撫でては指先で擦る。動く両脚に、彼の両脚が絡んだ。下着を押し上げるほど硬く主張している欲望に気づいてしまう。

「早く入りたくて、こんなになってしまった」

　ぐいと足の間に押しつけられた肉欲に、息を詰める。荒々しいキスを繰り返され、耳朶を甘噛みされて、身体が浮遊して落ちた。

　意識が戻ってきた時、肩にしがみついた。友樹の欲望が、蜜口に突きつけられている。薄い膜を纏い準備を整えたそれは今にも破裂しそうだ。

「んっ……」

　両脚を絡める。最初の時よりずっとスムーズに友樹は侵入を果たした。先端が最奥まで届き、ぞわりと胎内が蠢く。勢いをつけて貫かれ甘い悲鳴を上げていた。

「ああっん……！」

　初めて結ばれた時は、手加減していてくれたのかもしれない。友樹は膝を抱え、容赦なく突き上げる。緩急をつけた動きに、くらくらとめまいがした。

「佳苗……っ」

　耳元で名前を呼ばれる。吐息は熱を帯びていた。

「……ゆ、友樹さん」

　首筋に指を絡める。もつれ合った身体は、燃えたぎっていた。

「き、キスして」

「かわいいおねだりだな」

「んっ……ふあ」

　上唇を食み、下唇を舌でなぞる。重なった唇が、しめった音を立てる。深くないキスでも感じてしまう。下腹部に納められた手が蕾をくいっと押した。

「あ、だ、だめ」

　途切れ途切れな喘ぎで抵抗する。友樹は、蕾から溝へと指を遊ばせた。その間も腰の動きは止まらない。

　意味のない言葉が口から出ていた。月明かりが差し込んで表情が気取られていることすら刺激になる。抱き合う時の友樹はとても淫靡で獰猛だ。

　背中に描かれた昇龍のように雄々しく、まさに夜の獣だった。

「綺麗だ」

「嘘……みっともないでしょ」

「愛し合っている時にだけ見られる表情だ」

　両脚を友樹の腰に絡め浮かせる。その時、彼が呻く声がした。

「くっ……締めただろう」

　ひくひくと蠢いたそこが、友樹自身を搾り取ろうとしていた。違うと否定できたらいいのに、確かに彼を捕らえてしまっていたのだ。苦しげに呻いた彼は強く腰を突き上げてきた。

「あっ……やあっ」

　素早く突かれて、脳裏に火花が散る。怖くなって目を瞑ったまま背中に指を這わせた。ぐい、と突かれ薄膜越しに熱の証が注ぎ込まれる。

「……あああ」

「……っく」

　最奥に何度か昂ぶりを押しつけて、大きな身体が覆い被さってくる。友樹の登り詰めた表情を視界にとらえた後、意識を飛ばしていた。




　ぼんやりと目を覚ますと友樹の背中が見えた。横向きの姿勢で彼の背中を見つめる。美しい龍の入れ墨に手を伸ばし指を沿わせる。

　月明かりの中に浮かび上がったそれは、あまりにも美しく迫力があった。指でたどり頬をすり寄せる。

　ちっとも怖くなんてない。もっと彼のことを知りたくて、自分のことも知ってほしい。掌で撫でていると気づけば腰のあたりに指が触れていた。

　ぴったりと身体をくっつける。何も身に纏っていない時の方が大胆になれるようだ。腰に腕を回すと、小さな吐息が聞こえた。

「……友樹さん、起きてるの？」

　寝ている時に触れたことで起こしてしまっただろうか。彼のついた息にどきっとしていると、低く艶めいた声が聞こえてきた。

「……佳苗、まずいな」

「え？」

「俺をもう一度奮い立たせて、覚悟しているのか？」

　声は艶を含んでいた。ぐいと腕をひかれ身体が抱き上げられる。

　そのまま横抱きにされた。寝室の奥にある浴室の扉が開く。

　お風呂の椅子の上に座らせられると、彼が後ろに回った。

「洗おうか」

　背中に泡立てたスポンジが滑っていく。くすぐったくて身をよじればお腹をなでられた。手つきは段々と大胆になり洗っているというよりは、愛撫に感じられた。

　乳房と秘所に乗せられた泡を手で伸ばしていく。びくん、と震えるのは彼により感じる身体になったからだ。

「……洗っているんでしょ？」

「ああ」

　友樹は平然と言う。指先が、頂きと蕾をかすめた時、前のめりになった。声が掠れる。

「はあ……っん」

　泡を乗せて乳房を揉み込まれる。

「今、鳴いた」

　指が膣内にそっと触れた。ナカが疼いたのに気づかれて恥ずかしかった。

「どんどん愛らしくなっていく。俺好みだ」

「……ううっん」

　指が乳首を擦る。荒くなった息、霞んでいく視界。身体の泡が流されて湯船の中に下ろされた。

　小さな音がして友樹が準備をしているのを悟る。お湯が波打って彼が向かい側に座った。

「佳苗、おいで」

　いきりたったモノを見ないようにして近づいていく。あと一歩の所で腕が伸びてきて膝に乗せられた。

「んんっ」

　友樹の肉欲が、膣の入り口付近にあたっているが進んでこない。ぬるりと滑るのは、どちらも濡れているからだ。

　彼から流れる滴と、愛液が触れている。もどかしいのに、中々入ってきてくれない友樹に切なくなって瞳が潤んだ。

「ゆっくり腰を落として」

　誘う友樹の声は甘くて逆らえるはずもなかった。握ってくれる掌を掴み、腰を落としていく。

「ん……上手だよ。全部入った」

「ああ……っ」

　こんなに存在感のあるモノを受け入れていたのか。自分から動いて改めて知る。膣内に、みちみちと収まった肉欲は、大きくて力強い。

　次はどうすればいいのか悩んでいると、頬にキスが落とされた。緩やかな律動が始まる。もし次の行動を伝えられたら、それでも従っていたかもしれないが友樹は優しかった。

「あっん……」

　浅い場所に先端があたった。背中に立てた指に力を込める。お湯じゃなくて肌がぶつかる音だ。お湯が何度も波打った。

　ぐっ、と腰を抱えられ持ち上げられる。友樹にお尻を突き出す格好で貫かれる。顔が見えないのは背徳的だと思った。

　重力で下を向いた乳房をゆさゆさと揉まれる。奥に忍び込んだ欲望は膣内をかき回し、素早く突いた。

　バスタブの縁を掴むと安定感を得られた。じわりと快感による涙が浮かぶ。浴室は広いので一箇所に湿り気がこもることはない。

　二人の醸し出す熱気はすさまじいが。脳内で白い光りが瞬いて、ぼうっとしてくる。薄膜越しに放たれた時、彼に腰をしっかりと支えられていた。




　気がつけば身を清められベッドに戻っていた。薄く瞼を開くと友樹に腕枕をされていてその心地よさにしばらく身を委ねた。

　彼は平気そうだが腕に頭を乗せられていても重くないのだろうか。

　薄く瞼を開けると友樹に腕枕をされていた。

「重くないの？」

「羽のように軽い」

　抱き込まれて胸元で息をつく。狂おしい引力はどこまでも誘惑する。胸元に頬をくっつけると、更に包容の力が強くなる。

　この人に抱かれれば抱かれるほど愛しさが募る。交際が始まって、そこまで月日は流れていないが深い想いが芽生えていた。

　──友樹さんとの間に子供がほしいな。

　ぶんぶん、と首を振っているといぶかしむ視線を感じた。

　友樹の身体がこちらに向いていた。月光から朝の光にかわり空が明るくなっていた。新しい朝を共に迎えた。

「どうしたんだ？　顔が真っ赤だぞ」

「ん。友樹さんとなら何回だってしたいなって」

「喜んで」

　身体を反転させられる。ベッドの引き出しに手を伸ばした友樹が何かを掴むのを見た。目を閉じて暫く後、強い圧迫感を覚えた。中に入り込んだ彼が突いてくる。

「あっ……」

「好きだ」

　友樹の声の甘さに酔う。シーツを掴んで攻めに耐えた。

　何度も果てを見ているので上り詰めるのも早かった。抱いてと言えなかったけれど、きっと伝わっただろう。いつかを夢見て瞳を閉じた。




　起きた時には午後を過ぎていた。日曜日なのに退廃的な過ごし方をしてしまったような気がする。

　身体がけだるいし、腰が重いので緩慢な動作になる。

「身体、大丈夫か？　佳苗が好きすぎるから無理をさせてしまうな」

　友樹に頬を撫でられ、頬をすり寄せる。正直に伝えられ頬を赤らめた。

「私もあなたに愛されたいから、このけだるさも幸せなの」

　友樹はすでにスーツを身にまとい爽やかに微笑んでいた。焦げ茶色のジャケット、白いワイシャツを着て紺色のスラックスを履いている。

　和服もよく似合うしスーツも似合う。スタイルがよく足が長いからだろう。

「やはり佳苗と早く一緒になりたい。祝言を挙げたい」

　思いは同じなのだ。嬉しくなって抱きつくと友樹が微笑みかけた。

「ランチをしたら送ろう。昨日のこともあったし今日はゆっくり休むといい」

　イタリアンレストランでランチをすると、アパートの部屋に送られた。

　車を降りた途端頬や額、唇にキスが落ちる。名残惜しいが身体を離すと、気持ちがこぼれていた。

「瑞麗さんと仲良くなれたらいいのに」

　瑞麗はとても素直で真っ直ぐだ。杉本組の屋敷で一緒に過ごした時、思ったことをはっきり伝える素直さを好ましいと思ったのだ。裏表もないから憎めない。

　頭を大きな手が撫でる。子供扱いじゃなくて愛おしい存在にする仕草。

「本当に優しくていい女だな」

　感慨深く呟かれ、強く抱きしめられる。つなぎ合った手がとても温かかった。

「友樹さんのそばだからそうなれるのかも」

　より強く実感する。

「嬉しいことを言ってくれる」

　友樹の車が去った後も抱擁や手を繋いだ時のぬくもりを思い出していた。




　数日後、出社のため駅に向かっていた時、突然バックの中で携帯電話が振動した。こんな時間に何だろうと思い、表示を見ると友樹と表示されていた。

「おはよう。会社へ行く途中にすまない」

「大丈夫よ」

「実は今日、瑞麗が会社に行くかもしれない。俺は週末まで待ってほしいと行ったんだが、佳苗に会いたいそうだ」

「そうなの？　分かった」

「昼休憩の時間を少しだけ使わせてくれ」

　友樹はそう言って電話を切った。この間、杉本組の屋敷で会った時に苦手意識は消え去っていた。

　──また話したいと思っていたので嬉しいな。

　昼休憩の時間、高林に事情を説明した。

「高林さん、今日、この後お客様が来るの。私、少し急いで食べるね」

「えっ。また？　もしかしてこの間と同じ人？」

「そう。昼休憩の時間に来てくれることになってるから」

「分かった。私は先に戻ることにするわ」

　ランチを食べ終えて、席を立つ。廊下の向こうからワンピース姿の若い女性が歩いてきた。和服のイメージだったが洋装だと雰囲気が変わる。

　瑞麗がこちらに気づいて二人の視線が交わった。ドキッとしたが彼女は睨んでくることもない。

　佳苗のデスクまできたので、席を勧める。高林が座っていた隣の席ではなく佳苗の向かい側の席だ。

「何故そんなに笑っていらっしゃいますの？」

　瑞麗に言われて頬がゆるんでいたことに気がつく。

「会えて嬉しいから」

「気持ち悪いことおっしゃらないで」

　ツン、と顔を逸らす姿を見ても愛らしいと思う。すました態度も憎めない。

「コーヒーでも飲みますか？」

　ここで飲める飲み物は無料で飲めるサーバーの水、お茶とコーヒーしかない。

「本当は紅茶の方が好きなんですけれど、それでいいですわ」

　その物言いに、笑みがこぼれてしまう。

「この間のこと謝りたかったんです。さすがに失礼でした」

　恥ずかしそうに顔を赤らめ告げる瑞麗。友樹と同じく妹のようだと思う。

「ごめんなさい」

　瑞麗は少し気恥ずかしそうだが、目をそらさない。まっすぐ見つめて、気持ちを届けようとしていた。

「……私が瑞麗さんの立場だったらどうだったかなって。さすがに啖呵切ったりはできないけど、複雑な気持ちになったと思う。自分だけの大好きな人でいてほしいって気持ち分かるもの」

　本音を漏らすと瑞麗は、目元を緩めた。

「佳苗さんがいい人なのは十分分かりました。ふてぶてしい所もおありだろうけど、それも含めてお兄様にふさわしい人だわ」

　毒を吐かれた気もするが彼女の口調は穏やかだった。テーブルに持ってきたコーヒーに口をつける様子も品が漂っている。

　意外にも彼女はブラックが好きなようだ。ミルクと砂糖を入れて混ぜているとまた目が合う。

「ごちそうさまです。こんなに美味しいコーヒーは初めて飲みました」

　しみじみ語る瑞麗の姿に自然と笑みが浮かぶ。コーヒーはコンビニコーヒーより少し高いくらいのものだが、きっとこの時間が楽しかったのだろう。

　瑞麗はテーブルにお金を置いて去って行く。これくらい出してもよかったが彼女はおごられるつもりはなかったのだろう。

　午後の仕事はすがすがしい気持ちで終えた。霧が晴れた気分だった。終業時刻に自分から友樹に連絡を取った。

「瑞麗さんと和解したわ。彼女、謝りに来てくれたの」

「それはよかった」

　開口一番報告すると、友樹の声も嬉しそうな響きだった。

「駐車場で待っていてくれるかな。ちょうど俺も仕事が終わったし一緒に帰ろう」

　駐車場に向かい、友樹を待っていると数分後に彼は現れた。

「佳苗から連絡をくれるなんて、よほど嬉しかったんだな」

「嬉しかった。こんなに美味しいコーヒーは初めて飲んだって言うんだもの」

　助手席に座ると友樹も運転席に座った。車を走らせながら彼が口を開いた。

「瑞麗は、良い子だよ。俺にとっては妹のような存在だ。周りが大人ばかりで寂しかったのもあるし、彼女がお兄様と呼んでくれているのが、ずっと嬉しかったんだ」

「素敵」

「話を聞く限りだと佳苗と仲良くなれそうだな」

「絶対になれるわ」

　自信満々に言い切る。そうして別れ際、友樹が素晴らしい提案をしてきた。

「土曜日の午後、俺たちと瑞麗の三人でランチでも食べないか？」

「もちろん！」

　勢いよく返事をする。




　土曜日の午後、車でホテルのレストランに向かうと瑞麗が既に待っていた。一人で来たのかと思ったが、話を聞けばお付きのものがここまで送ってくれたらしい。

　そういえば黒い車がホテルの前に停まっていた気がする。白崎組のご令嬢……杉本組の組長である友樹と同じ極道の世界に生きる人だ。

　今日の瑞麗嬢は髪をバレッタでとめて、大人っぽい雰囲気がする。白いワンピース姿も清楚だ。だが口を開くと毒舌が飛び出すからギャップがすごい。

「瑞麗嬢、来てくれてありがとう」

「約束したから来ただけよ。お礼を言われるほどでもありませんわ」

　友樹は瑞麗嬢に優しい眼差しを向けていた。本当の兄と妹のようだ。

「瑞麗さんとごはん食べられるのを楽しみにしてたの」

「脳天気な人ね」

　悪態をつく瑞麗は口元をゆるめている。まんざらでもなさそうだ。席に着くと三人それぞれ注文した。食事を終えた後、お茶をすることになった。

　友樹はブレンドコーヒー、瑞麗はダージリンティー、佳苗はホットココアを頼んだ。ティーカップに視線を落とした瑞麗がぽつりとつぶやく。

「佳苗さん」

「は、はい」

「お兄様と幸せにならないと許しませんからね」

　キッ、と顔を上げた瑞麗の顔は笑っていた。言葉は強烈だが彼女の優しさを感じる。強い眼差しも意志の強さの表れだろう。

「瑞麗も幸せになってくれ。俺じゃなくてお前に似合う相手が必ずいる」

　友樹は真剣な表情で瑞麗に向き合っている。彼女は、何かを堪えた表情になり大きな瞳に涙を浮かべた。

　それも一瞬のことで次の瞬間には強気な笑顔を浮かべていた。あまりにも綺麗で可憐な表情に、女性である自分でも見とれてしまう。

「……当たり前です。見る目があるお方はちゃんといますから」

「杉本組か白崎組にいる人間かな。カタギは無理だろう」

「カタギの女性とお付き合いしている方は説得力ありませんわ」

　言い返されて友樹は苦笑して目配せしてきた。

「私は友樹さんが極道と知っても諦めることはできなかったの。何があっても側にいたいって気持ちが強かった。そして友樹さんが大切にしている瑞麗さんとも仲良くなりたい」

　ふんわりと笑いかけると、瑞麗は照れたのか顔を背ける。二人が仲よさそうにしている姿を見ても嫉妬など起こらない。むしろ、微笑ましい。

「早くご婚約でもなんでもなさったらよろしいわ」

「えっ！」

「そのつもりで、ご両親に紹介されたのではなくて。まさか私とのことを白紙に戻すことを伝えるためだけに、来られたの？」

　友樹と顔を見合わせる。

「私に恥をかかせたんですもの。ちゃんと形にして頂かないと」

　瑞麗の物言いは高飛車だが憎めない。

「ああ。俺は佳苗を女房にしたい」

「女房!?」

　思わず聞き返すと二人に笑われた。

「運命に時間は関係ないだろう？」

　きっと耳まで真っ赤に違いない。

「友樹さん」

　見つめ合っていると咳払いが聞こえた。

「後はお二人でごゆっくり」

　瑞麗は静かにその場を去って行く。今日は友樹が支払いを持つことになっているようだ。

　レストランを出ると友樹がフロントでキーを受け取っていた。

　──今日はここに泊まるんだ。

　友樹に続いて記名し、エレベーターに乗る。そういえばホテルに泊まるのは初めてだった。本来は縁がない超高級ホテルに宿泊なんて、緊張でどうにかなりそうだ。

　だが、いつかこういうホテルに泊まってみたかったというのが本音だった。エレベーターは、二人を乗せて最上階に向かった。

「……こんな所に泊まるなんて夢みたい」

「夢じゃないだろ」

　肩を抱かれて、心臓が高鳴った。

「最上階だが、普通のツインだ。期待させていたら悪い」

　ぶんぶん、と首を振る。最上階に辿り着くと部屋を目指す。鍵を開けると中に入っていく。

「十分、すごい」

　庶民的なホテルのツインとは違い、高級感があった。普段使いのホテルには思えない。

「俺がたまに泊まる部屋だ。一人になりたい時、最適だからな」

　友樹は自分がなじみのホテルに、連れてきてくれたのだ。ぎゅっ、と腕を取ると彼は少し驚いたようだった。

「佳苗は、天然で俺を惑わせる」

「そ、そう？」

　くしゃくしゃっと髪をかき混ぜられる。この仕草も好きだ。




　ベッドの前のソファに腰を下ろした。隣には大きめのデスクと椅子もあり仕事もできそうな環境だ。

「友樹さんの隠れ家なのね」

　声が弾んだのか友樹はくくっと喉を鳴らして笑った。口元を手で押さえている。

「おかしなこと言った？」

「いや、純粋だなって」

　頬をふくらませると彼は忍び笑いを漏らし、からかうように指で頬をつついてくる。

「ご機嫌斜めか？」

「そうじゃないけど」

「佳苗が可愛くてしょうがないんだよ。どうしてそんなに可愛いんだ」

　頭を引き寄せられ、こてんともたれかかる。友樹は大きくてしなやかでしっかりと受け止めてくれる。

「そんなこと言ってくれるのは友樹さんくらいよ」

「佳苗は誰が見ても可愛いが、それを言うのは俺だけでいい」

　背中を撫でていた指が腰からお尻まで降りては肩まで上がってくる。うっとりと身を委ねていたら耳元でささやかれる。

「一緒に風呂入ろうか」

　友樹に誘われて、洗面室の扉を開けた。自分で脱ぐのも期待しているみたいでためらわれる。悩んでいるとふいに声がかかる。

　彼は既に上半身を脱いでいた。

「手伝ってもいい」

　いたずらっぽく微笑まれて、羞恥に顔を赤らめる。動揺して返事もうわずってしまった。

「自分で脱げます」

　とんでもない提案は謹んで辞退した。おずおずと衣服と下着を脱いでタオルを身につける。浴室の扉が開いたので後に続いた。

　友樹は腰元にタオルを身につけていた。背中の入れ墨を照明の下で見たことがなかったので目が釘づけになる。

　気がつけばぴとっと、頬を寄せていた。友樹が立ち止まる。

「佳苗は悪い子だ」

　いきなり言われて、不本意な気分になる。何かしただろうか。友樹は口の端をゆるく上げて笑っていた。明らかにからかっている。

　──あ、胸までくっつけてた！

　混乱して顔が、真っ赤になっていた。慌てて身体を離す。友樹が椅子を勧めてくれる。彼は立ったままシャワーを浴び始めた。もう下半身に身につけたタオルなんて外している。

　見てはいけないと思い、自分の身体を洗い始めた。ついでにバスタブにお湯を貯めることにした。

　丹念に身体を洗い清める。泡が肌を滑りとても気持ちがいい。バスタブから桶にお湯を入れてそれで泡を落としていく。

「風呂、貯めてくれてありがとう」

　先に入っている友樹が、こちらを見ていった。目のやり場に困る。

「ううん」

　視線を逸らす。髪まで洗い終えた頃だった。バスタブの縁に手を突いて見つめる視線に気づいた。身体を隠せるものは自分の手しかない。

「そんなに気にすることか」

「だって、明るいから」

「中に入って温まったらいい」

「こ、こっち見ないでね」

　そろりとバスタブの中に入る。友樹に背中を向けて座ると彼はぴったりと背中をくっつけてきた。バスタブは広いのでお互い足を伸ばしてお湯に浸かっている。

「初々しいな」

「そんなこと言われても」

　恋愛経験値が低いし、慣れているはずもない。温かいお湯の中に首まで浸かる。背中をくっつけていると、身体の大きさの違いがよく分かる。

「友樹さんって背も高いし色っぽいし顔も綺麗だし素敵よね」

「褒め殺しか？」

「本音だもの」

「俺からすると佳苗は小さくて可愛らしいが」

「お互い、違うからいいのね」

「ああ」

　その時、腕を引かれ、身体が反転した。友樹の膝に自分の膝が乗っている。

「……ちょ、ちょっと」

「正面から顔を見たかったんだ」

「ん……」

　頬から唇にキスが落ちる。

　重なり合った唇は淡いキスを繰り返し、ゆっくりと濃厚になっていった。肩に大きな手が置かれている。決して強い力で掴んだりはしない。

　舌を絡め合わせる。濡れた瞳に互いを写している。欲に灯がともった男女の姿だ。

　友樹の頬を両手で手挟み、自分から唇を重ねた。目を瞬いたが、彼はキスを導いてくれる。

「今日の佳苗は積極的で、魅力的だ」

「友樹さんが好きなのを分かってほしくて」

「もうとっくに知ってるよ」

　舌の動きが加速する。もどかしかったのだろうか。こちらの舌を絡め取り唾液を啜る厚い舌。友樹の息が首筋に触れて、肌が粟立った。

　彼の掌は胸を掴み少し強めに揉みしだく。溶けそうな身体は、彼を求めている。それが分かるからゆっくり愛してほしい。

　背中に指を沿わせる。彼に抱かれるようになってから知ったのだが、入れ墨は感触があるものなのだ。密着していると足の間に触れているモノが、硬くなっていくのに気づいた。太ももにそれが当たりぶるりと震える。

「ゆ、友樹さん」

「胸が押しつけられて反応してしまったようだ」

　大きな肉欲は、先端があたっただけでかなりの刺激になる。羞恥に染まった頬を骨張った肩に押しつけて、見られないようにした。

「私のせい？」

「ああ。男は好きな女の身体に欲情するものなんだ」

「ん……ふっ」

　硬くなった尖りを指先が擦る。くにくにといじられ、唇にくわえられる。舌先で撫でられ、腰が自然と浮いた。

　友樹の手が、足の間に潜り込む。隠された秘芽を暴き強めに撫で上げた。しどけなく唇を開き、上り詰めてしまう。

　背中に回った腕が抱え上げるのを感じた。浴室の椅子の上に座らされ、後ろから抱きしめられる。正面には大きな鏡があった。

　鏡を通して二人の姿がさらけ出されている。大きな手がふくらみを包み込み乳房を下から押し上げるように揉む。

　火照った肌はお湯で温まっていたせいじゃない。感じ入って熱を上げているのだ。臼腿に染まった肌を愛でていく指先。

　赤く色づいた蕾を指の間に挟みしごく手つきがいやらしい。鏡に映る自分の姿はとんでもない痴態を見せている。

　友樹は妖艶だ。色気がすさまじい。腰にあたるモノは、漲っている。硬くてたくましい。顔を横に振るけれど、鏡の前で彼に愛される。

　そんな非日常はとてもスリリングだ。意識が濁る中、彼の愛撫に身を任せて、腰をよじる。大きな掌の下で形を変える乳房が、揺れていた。

「……あんっ」

　乳首と蕾の両方を捏ねられる。下腹に直結しているので刺激がじわじわと伝わった。蜜が溢れ、両脚の間を伝う。

　お見通しの友樹は大きな手で太ももから踵までなぞる。高まった身体は、どんな仕草にも反応してしまう。

　やがてナカに入り込んだ指が浅いところを探る。知り尽くした指先はどうすれば落ちるか知っていて強弱をつけてそこを擦るのだ。

「んっ……」

　鏡の前で淫らに果てる身体を抱き上げる腕。ふわふわとした感覚に陥る。気がつけばベッドに辿り着いていた。




　お風呂じゃなくて、ベッドで抱かれる方がいい。密かにそう思っていたら友樹は望み通りにしてくれた。髪を一房掴み、口づける。

　正面から見上げる彼はやはり美しかった。男らしい魅力が隠し切れていない。背中に腕を回し、指を立てる。

　影が顔に重なりキスをされた。濃厚な口づけで視界がぼやけている隙に、彼は準備を整えた。放り投げられる避妊具の空袋が視界にうつる。

　友樹は、蜜口に滾った欲望を押し当て、一気に貫いた。

「っ……」

「佳苗、佳苗っ」

　名前を何度も呼び、腰を突き上げる。乳房が弾み、腰も揺れる。友樹のリズムに合わせて動いてしまう。三度目の夜は、甘くて過激だ。変わる自分を許してしまっている。

「あっん……」

　名前を呼んで好きと伝えたいのに喘ぐことしかできない。揺らされ、膣内で暴れる友樹自身を離したくなくて、蜜襞がざわめく。一層、強く突かれて断続的に声を上げる。

「ああっ……んっ！」

　最奥を擦られ思わず締めつけていた。肌がぶつかり合う音は、二人の息づかいしかない部屋の中で、生々しく響いている。

「佳苗、綺麗だよ」

　友樹の掠れた低音に、胎内がきゅんと疼いてしまった。

「くっ……締めすぎだ」

「はあ……っん」

　浅い場所を擦られて、びりびりとした刺激が走る。

「……ああ」

　友樹の艶めいた低音が宙に溶ける。感じてくれている。部屋の明かりをつけっぱなしでも抵抗しなかったのは、彼の感じた表情が見えることへの期待からだった。

　異常じゃないはずだ。好きな人が愛し合う喜びを享受しているのが知りたいだけだから。

「佳苗が俺を知りたがっていることが嬉しい」

「愛している人だもの」

　愛し合う途中で話すのはとてもロマンティックだ。指先同士を絡める。友樹は腰の動きを止めているが、ナカに感じる漲りはとても存在感がある。

「……っ」

　敏感な場所に擦れて声が漏れそうになったので、シーツを掴んだ。彼の息づかいは、荒々しく獣じみている。

「佳苗……」

　名前を呼ぶ声は濡れていて色香が滲んでいた。その声を聞くと切なくて友樹の腰に指を這わせる。腰元を掴んだら、ナカにいる彼自身が震えたようだった。

　友樹が指先を絡めてきたので握り返す。繋いだ手の平に安心感を覚えた。

「……一緒に」

　友樹が、髪をかき混ぜた。腰の速度を早める。最奥で爆ぜた熱がぶつかった。

「ああん……駄目!!」

「佳苗……っ」

　応えるように、彼の背中に抱きつく。切羽詰まった様子の友樹が愛おしくてしょうがなかった。脳内が白く濁っていて余裕はないが身体を自らすり寄せ密着する。

　友樹の腰が震えた瞬間、避妊具越しにたっぷりと熱情が注がれ、彼を締め上げていた。苦しげに眉をしかめた彼が、腰を押しつけた後、ナカから出て行く。

　掠れた吐息が漏れる。瞼を閉ざした向こう側で甘いささやきが聞こえてきた。

「愛している」

　狂おしいつぶやきに、涙がこぼれた。







六・極道な社長と婚約しました。








　翌朝、ホテルをチェックアウトすると、洋服を買いに行った。お互い、昨日と同じ服だから、気になったというのが友樹の言い分だ。

　これから杉本組へ向かう予定だから、帰って着替えるより手っ取り早いと言われれば納得するしかない。普段、立ち寄らない高級な店へと車が停まり焦ったが、彼はどこ吹く風だった。

「屋敷に行くんだ。俺のわがままを聞くと思って付き合ってほしい」

　こちらに気を使わせない物言いに、何も言えなくなる。結局、今日着る服だけではなく、他にも数着を選んでくれた。

　給料何ヶ月分だろうと計算してしまう。友樹は、自分の分は上下の揃えを一着買っただけだ。試着した洋服を購入すると改めて試着室で着替えて店を出る。

　店員さんは、お客様のために仕立てられた服みたいですと聞き慣れない賛辞をくれた。

　友樹の知人が経営する店らしく贔屓にしているようだ。

　襟元にレースのついた白いブラウスと、薄青色のフレアースカートという組み合わせは、可愛らしく自分でも気に入っていた。

　セミロングの髪は背に流している。友樹は、薄青のシャツとスラックスに藍色のジャケットという組み合わせを着ていた。

　仕事のスーツや和服とも違う雰囲気で若々しく感じられる。

「友樹さん、ありがとう」

「気にしなくていい」

　差し出された手を掴み、車に乗る。真っ直ぐ杉本組に向かった。




　杉本組の玄関の戸を開くと正面には、銀二がいて、その後ろから瑞麗が出てきた。

「お二人揃って朝帰りですのね」

　呆れたような響きだが面白がっているようにも見える。瑞麗は、黒髪を背に流し朱色の地に寒椿が描かれた着物を着ていた。

「仲がよろしくていいですわね」

「オヤジ、おかえりなさい。この通り瑞麗お嬢さんがいらっしゃってます」

　銀二は、こちらに軽く頭を下げた。

「瑞麗、昨日ぶりだな」

「瑞麗さん、今日も綺麗！」

　声を張り上げると、瑞麗はきょとんとした後背を反らした。上から目線もここまで来れば嫌味に感じない。

「佳苗さんも今日のお洋服、素敵ですわね」

　ふんふん、と顔を覗きこまれ朱が灯る。立ち話もなんだと、廊下を通り奥へ進む。銀二も入れた四人で広間に向かった。

「一緒にご飯食べてあげてもよろしくてよ」

　物言いに口元がゆるむ。こうは言っているが、自分たちと一緒に食事を摂りたいのだろう。座敷で共に昼食を摂ることになった。

　畳に座った途端、数人の黒服の男性達が入ってきてそれぞれの前に卓を置いていく。懐石ではなく、中華料理だった。

　銀二は、しばらくして自分で運んできた。小籠包や青椒肉絲などが並び、デザートは杏仁豆腐が出てきて、食べ終わった時はお腹が苦しくなっていた。

　友樹には食べられなかったら無理しないように言われたが、美味しくて気がつけば全部平らげていた。和やかで楽しい雰囲気だから、食が進んだのかもしれない。

　会食が終わり、瑞麗とも昨日よりさらに打ち解けたように感じる。

　銀二と瑞麗は昔馴染みだからか親しげに会話していた。オールバックでコワモテのヤクザと、深窓のご令嬢という取り合わせは違和感があるようで自然だった。

　瑞麗は極道である白崎組の一人娘。ヤクザの男性なら彼女の扱いも慣れているという事だろうか。

　会食が終わると瑞麗も同時に帰ることになった。瑞麗は銀二が送っていくらしい。

「とりあえずこれからも末永くよろしくお願いしますね」

「こちらこそ！」

　微笑みかけてくる瑞麗に笑みを返す。裏がないからそのままの意味なのだろう。瑞麗が小さく手を振ったので、手を振り返して別れた。

　友樹がアパートの部屋まで送ってくれ、車を降りる。

「佳苗」

　名前を呼ばれて顔を上げると肩に手を置かれ、影が重なった。ふわりと溶けるようなキスの後、名残惜しく身体を離す。

　真摯な眼差しで見つめてくる友樹に視線が吸い寄せられた。

「また明日な」

　車に乗り込み、帰って行く彼をしばらくの間見送っていた。




　友樹と交際して三ヶ月が過ぎようとしていた。仕事、交際も順調だった。職場では変わらず上司と部下として関わり、週末は泊まりでデートをする。

　──でも他の社員より距離は近いかも。事情を知らない人は気づかないレベルだけど。

　土曜日の夜、デートの後泊まらず帰ることになった。ほんのり寂しいと感じたのは欲張りになったからだ。

　送ってくれた車内で、友樹はおもむろに口を開いた。

「……佳苗さえ良ければ、そちらのご家族に挨拶したいんだが」

　かしこまった様子で伝えてくる友樹は、とても緊張しているようだった。

「……私もその言葉を待ってた」

　ずっと望んでいた彼の言葉に、じんわりと涙が浮かぶ。感動で胸が熱くなっていた。

「ずっと言わなきゃとは思っていたんだが勇気が出なかったんだ」

　息をついた友樹は、伝えたことでホッとしているようだった。

「待たせてごめん……佳苗」

　申し訳なさそうな表情で見つめてくる友樹に首を振る。誠実で真面目な彼が心から好きだ。この人でよかったと心の底から感じていた。

　彼の手を握り小さく微笑むと友樹は、表情をゆるめて口を開いた。どこか急いたように口を開いた友樹は、とても嬉しそうな顔だ。

「それで、急だけど明日はどうだろう？　仕事も休みが取れそうなんだ」

「うん。すぐに連絡してみるね。お父さんはお仕事休みだし、お母さんは専業主婦だから多分大丈夫」

　とんとん拍子で話しが進み、心は高揚していた。

「……良かった。大事な話をしたかったから、今日は泊まらなかった……泊まったら佳苗に夢中になってそれどころじゃなくなるから」




　アパートの部屋に戻ってすぐ実家に電話を入れた。電話に出たのは母で、父にもその場で話をしてくれた。

　驚いていたものの二人とも快くＯＫしてくれ感謝でいっぱいになる。




　翌日、友樹はスーツ姿で現れた。職場で着るようなきっちりとしたものだ。見とれていると彼は顎をしゃくった。

「柄にもなく緊張している。そんなに見ないでくれ」

　友樹の手を握ったら、汗ばんでいた。とても頼もしく見えるが彼はこちらが思うよりずっと緊張しているようだった。

　意外な一面を見て可愛いと感じた。

「今日はお姉ちゃんも来てくれてるんだって」

「夏海さんか。久しぶりだな」

　車に乗って待ち合わせたレストランに行くと、すでに両親と夏海がそろっていた。席に座っていた三人は立ち上がり、友樹に会釈をした。

「はじめてお目にかかります。杉本友樹と申します」

「夏海からも話を聞いていてお会いしたいとずっと思っていました」

　母は、朗らかな笑みを浮かべている。

「友樹さん、お久しぶりです」

　夏海もにこやかな態度だ。父も柔らかな笑顔を向けてくれている。

「うちの行きつけのお店ですみません。ここ本当に美味しいですから」

　水城家の行きつけのレストランは、庶民的だがメニューも豊富で飽きさせないお店だった。地元の人達に人気がある。

「失礼ですが、杉本さんは佳苗が勤める会社の社長さんですよね？」

　それまで黙っていた父が、おもむろに口を開く。

「そうです」

「それは、私も話してたでしょ」

　夏海が助け舟を出してくれる。皆で食事をしながら、気取らない時間が過ぎていく。和やかな雰囲気だった空気が変わったのは友樹が口を開いた時だった。

「……私は不動産会社の社長ですがもう一つの顔があります」

　料理の皿は空になり、後は店員が下げに来るのを待つだけになっていた。真摯な表情で口を開いた友樹は息をのんで次の言葉を口にした。

「俺は極道である杉本組の組長です。普段は会社経営をしていますが、組に戻れば組長としての顔もあるんです」

　友樹は、偽りなく素性を話していく。さすがにはらはらしてきてグラスの水を飲んだ。

　両親は、困惑しているようだった。母と父はお互いの顔を見合わせている。その場には沈黙が流れ、緊張した空気になっていた。

「極道のことはよく分からないけど立派に会社を経営していて人柄も素晴らしい方よ」

「夏海さん、ありがとうございます」

　夏海は目配せしてきた。友樹は夏海の助け舟に心から感謝しているようだった。

「うん。きっと驚いたと思うけど、私は友樹さんがヤクザだと知っても、嫌いにはならなかった。正直言えば最初は怖いとも思ったけど、好きな人なら信じられるもの」

　迷いのない表情で言い切った佳苗に両親が目を瞠っている。

「あんたもそんなこと言うくらい大人になったのね」

　母の言葉に内心首を傾げる。成人し、社会人も三年目になり大人のつもりだったが、親からすれば、まだ子供なのだろう。

「驚かせてしまったかもしれませんが、真剣な交際でこれからも、ずっと一緒にいたいと思っています。だから正直にお話ししました」

　友樹は一拍置いて続けた。

「佳苗さんと結婚させてください。必ず二人で幸せになります」

　お互いに、顔を見合わせ微笑む。

「友樹さんと幸せになります」

　揺るがない眼差しで告げる。こちらを見つめる両親の眼差しはあたたかいものだった。

「そうですよね。娘もただ付き合っている人を紹介してくれるだけじゃないんだろうなとは薄々感じていました」

　父が、柔らかな眼差しで告げる。

「佳苗は、一見ふわふわした子ですが芯が強くてしっかりした所があります。そんな佳苗が、選んだ人ですから、私達も信じることにします」

「娘をよろしくお願いします」

　涙があふれ出し、夏海に肩を抱かれる。両親の前でプロポーズされるなんて、夢のようなシチュエーションだ。

「娘の旦那さんになる人は社長でその上ヤクザだなんて驚きすぎて、倒れそうよ」

　母は、面食らった様子だった。

「そうだな。でも誠実な人だから、もう一つの顔も教えてくれたんだろう。私はそこが気に入った」

　父も驚いていたが友樹の誠実な一面を見て信用してくれたようだ。

「あら。私もです」

　父の言葉に母が相槌を打つ。

　穏やかに打ち解けている様子で両親が話す様子に、笑みが浮かぶ。

　両親が話す様子に、笑みが浮かぶ。交際相手の紹介は、結婚相手の紹介になったが、家族には受け入れてもらえた。

「杉本さん……いえ友樹くん、佳苗をよろしくお願いします」

　頭を下げる父に友樹も頭を下げた。




　夜、寝る前に夏海に電話して改めて感謝を伝えた。

「あら。私は何もしてないわよ」

　楽しそうな夏海にこの人が姉でよかったと思った。

「私も驚いたけど、佳苗が選んだ人を信じないわけにいかないでしょ」

　電話口から聞こえる夏海の声は、普段と変わらない。明るく朗らかな姉にいつも元気づけられてきた。

「お姉ちゃん」

「お父さんたちも私と同じで、あなたのことを信じてるからね。何も心配しなくていいのよ」

　目元が潤んでくる。側で肩を叩いてくれているような感じがした。

「私、幸せだわ」

「馬鹿ね。これからもっと幸せになるんでしょ」

「うん！」

　胸にじーんとしたものがこみ上げる。それから、二人でたわいもない話をして通話を終えた。

　自分の両親への挨拶を済ませた一週間後には、友樹の両親にも正式に挨拶に行くことになった。何度か伺っているとはいえ、実家に行く時より緊張する。だが友樹も同じ気持ちだったのだろうと自分を奮い立たせる。

　三度目の訪問となった杉本組で、友樹の両親と向かい合っていた。

　今日は成人式の時に着て以来の着物を着ている。クリーム色の地に薄桃色の小花を散らした柄だ。派手すぎないが華やかさもあり、挨拶に相応しいものを選んだつもりだ。




　友樹の父は、豪胆に笑っている。

「あちらさんには先に筋を通してきたんだろう？」

　友樹の母にそろって頷いた。出された緑茶と和菓子も緊張で手が付けられない。

「佳苗さんとは、生半可な付き合いじゃないってのは知ってたし、今更許すも許さないもないな」

「話が早くて助かる。俺は佳苗と祝言をあげる。過ごした時間はまだ多くはないが、これからずっと一緒にいたいと願う唯一の女だ」

　こちらの両親との対面と違い、友樹は緊張などしていなかった。どこか強気ですらあるのは、勝手知ったる仲だからか。

「お嬢さん、夫が極道でもいいんだね」

　友樹の父が、まっすぐ見つめてきてその真剣さに答えるように頷いた。

「私はどんな姿の友樹さんも大好きです！　初めて会った日からずっと」

　助けられたあの日からときめいていて、面接先に彼がいて入社した会社で巡り会った。運命を感じずにいられない。

「……、そんなこと初耳だ」

「友樹さんは違うんですか？」

「参ったな」

　と友樹は苦笑した。

「倅をよろしく頼みます。お嬢さんなら大丈夫そうだ」

　友樹の両親は頷いて、おおらかに微笑んでいた。

「夫婦になるんなら、結納だね。事は急がないと」

　満面の笑みを浮かべ友樹の母はそう急かす。友樹が、こちらを見つめていた。

「ということは婚約指輪を買わないと」

　トントン拍子に話が進み、ついていくのが精一杯だ。

　杉本組で夕食を取ることになりその日は少し遅めに送ってくれた。

「今度、指輪を買いに行こう」

　抱きしめられた耳元でささやかれた。




　次の休みには、婚約指輪を買いにいくためお店に向かった。ここも友樹と杉本家の御用達の店だった。

「ここで腕時計を買ったことがあるんだ」

　指輪を買いに来たことがあるのかと不安に思っていたのだがそれを察したのか、友樹が教えてくれた。ショーケースに飾られた指輪はきらきらと輝いている。

　婚約指輪は、給料三ヶ月分というが、友樹で当てはめると恐ろしい気がした。

　案の定、友樹が見ていた指輪は、想像を絶する値段で、声を上げそうになる。

「これ、よさそうだな」

「……うん。素敵だけど」

　愛想笑いでごまかすが、気になってしまう。薔薇の彫刻が施された指輪は照明の下でキラキラと輝いていた。

　宝石に詳しくなくても台座に載っているのは大粒のダイヤだと分かる。あまりにも豪奢な指輪に気後れしていたら、友樹は真顔で気恥ずかしいことを口にした。

「この指輪も佳苗のまばゆさにはかなわない。引き立て役のようなものだ」

「ええっ！」

　店員さんも近くにいるのに、平然と言い放つ友樹に思わず大きな声を出してしまった。ここで異を唱えても選べる自信はない。少し考えて、小さく頷いた。

「これにする。友樹さんが選んでくれたこの指輪が気に入ったから」

「正直だな。そこが好きなんだが」

　填めさせてもらい、指に合うサイズを出してきてもらった。指先できらきらと光るリングは、これから先の未来まで照らし出してくれる気がする。

「このまま填めて帰るか？」

「このままだと汚れてしまうから、箱に入れてもらっていい？　結婚するまでは、目立つしいつもつけておけないわ」

　後ろに控えていた店員さんを呼び、箱と袋に入れてもらう。ンゲージリングは宝石箱に入れられ、袋の中に収まった。

　友樹は一瞬、残念そうにしていたが表情を切り替えた。そして店員に声をかける。

「ネックレスとして首にかけられるようにしたいので、チェーンも用意してもらえるとありがたいのですが」

「かしこまりました」

　友樹の提案でネックレスチェーンも用意してもらうことになった。見上げていると彼は、得意そうに笑っていた。

　最終的にエンゲージリングとネックレスチェーンのセットを購入し店を出た。友樹がスマートにカード支払いをする姿も段々と慣れてきた気がする。

「首にかけていれば、目立たないだろう？」

「会社でもつけることにします」

　友樹は意外と独占欲が強い人だった。平日はリングをチェーンに通して持ち歩くことになったが、普段アクセサリーをつけていないので指につけずとも目立った。

　特に側で仕事をしている高林は目ざとく反応を示した。

「彼からの贈り物？」

「そうです」

　中身は見せられないが、正直に答えた。

「順調みたいね。佳苗もとっても綺麗になったし」

「そ、そう？　ありがとう」

　綺麗だと言われたのは幸せだからだろう。友樹も大げさなほど褒めてくれ照れに襲われるが、相手の気持ちを否定するのはよくないと思った。

「幸せだからかなあ」

「でしょうね」

　この場で、恋人は友樹と伝えられたらどんなにいいだろう。だが今はそれもできない。気遣いながらたずねてくれる高林に名前を出さずに友樹とのことを語る。

　よく笑うようになってよかったと言われ、驚く。顔に出ていたのか、高林が否定してきた。

「前より元気になった感じ？　大人しい佳苗が変わったのは素敵な恋をしているからなのね」

「高林さん」

「そろそろそれやめない？　下の名前で呼んでもらえるとうれしいわ。同僚だけど恋愛話をするくらいの仲でしょ」

「佳か澄すみさん」

　下の名前で呼ぶと佳澄さんは、嬉しそうに頬を緩めた。




　帰りの車の中で、会社でのことを友樹に報告すると、彼は喜んでくれた。

「よかった。高林さんの存在はとても大きいんだな。きっと彼女の方もそうだろう」

「そうなのかな？」

「年の近い女性の同僚と親しい関係でマイナスなわけがない」

「友樹さんも、身近にそんな人いるの？」

「ああ。俺の場合組の中にいるな。会社は社長としての立場だから、個人的に社員と近しい関係になるのは中々難しい。佳苗とはなれたけど」

　デート先で話すより車内で話す方が好きだったりする。もうすぐ車を降りるタイミングで引き留めるみたいにどちらともなく話し出すのが常だ。

「ネックレス、嫌だったら外してもいいぞ」

　いきなりそう言い出すから驚いた。友樹はつけていてほしいのではなかったのだろうか。

「無理強いした気もするからな。週末以外はしまっておいてもいいんだ」

　友樹は自嘲し、唇をゆがめた。小さく一つ息をつく。

「嫌よ」

「佳苗？」

「ネックレスつけてたら、友樹さんと結婚する約束したんだって強く感じたの。だから、外したくない」

　こんなに強い口調で話したことはなかったからか、面食らった様子だったが破顔したあと、背中に腕を回された。きつく抱擁される。

「嬉しいよ」

　耳元で言われ頬を唇がかすめた。腕の力が緩むと助手席の扉を開ける。

「私、明日もお仕事頑張るわ。おやすみなさい」

「ああ。おやすみ」

　エンゲージリングをもらってから、友樹は以前より更に情熱的に愛を伝えてくる。愛を交わす度、彼を知り、もっと知りたくなるけれど、全部を知る必要はない。

　お互いに大事なものを分かち合っていれば、十分だ。




　結納の日、お互いの両親と佳苗の姉である夏海が杉本組に集まった。気後れしている両親を友樹がエスコートしてくれ、かなり助かった。

　本当に頼りがいのある人だ。佳苗は、髪を花のついた留め具でアップにし、薄桃地に大輪の牡丹が描かれた着物という格好、友樹はセットした髪に藍色の着物を着ていた。

「このたびは、お集まり頂きありがとうございます」

　友樹が最初に挨拶し、二人は結納を交わした。両家の家族は、温かく見守ってくれ結婚への道をまた一歩進むことができた。

　指輪を填めた姿を人に見せるのは初めてだったが、いよいよ友樹と結婚するんだと胸にこみ上げるものがある。

　両親同士が談笑している中、佳苗は友樹や夏海と共に集まっていた。夏海は落ち着いたワンピースを着て、普段より濃いめのメイクをしている。

「佳苗、婚約おめでとう！」

　指先に輝くエンゲージリングを見て感動したようだ。少し声を上ずらせている夏海の姿に泣きそうになる。

「お姉ちゃん、ありがとう」

「結納の席に私も呼んでもらえて感謝してるわ」

「夏海さんは俺と佳苗のキューピッドですから。この場にいてほしかったんです」

　友樹が夏海に向き合うと、照れたのか鼻をかきつつ口を開いた。

「友樹さん、あなたでよかったって思ってます。こんな言い方しては失礼かもですけど」

「これからも期待に添えるよう頑張ります」

「当たり前よ！」

　夏海は友樹に親しみを感じたのか肩を強く叩いた。友樹は一瞬目を見はったが佳苗の方を見て優しく笑ってくれた。

「あなたは俺にとってもお姉さんになるんですね。年上で申し訳ないです」

「何言っているんですか？　そんなの気にしてないわ」

　二人の関係も大丈夫そうだと、胸をなで下ろす。友樹は夏海の前でも握った手を離さない。

「友樹さんなら大事にしてくれそうね」

　夏海がウィンクしてきた。

「そこは安心してる」

　友樹の新たな一面を知る度、また好きになる。もう手に負えない程惚れているのだ。

「そういえば私も付き合ってる人いるのよ」

　いきなりの爆弾発言に面食らう。夏海は、ほんのり頬を染めているようだ。

「どんな人なの？」

「お客さんよ。ずっと前からお店に来てくれてて私のこと気になってたって」

　驚きで目を見ひらき口元を押さえた。

「あんまり褒められたことじゃないから、職場には隠してるわ。あなたと状況が似てるわね」

　婚約したことは公表したが相手が誰かは明かせていない。秘密を隠すのは神経を使う。

　珍しくしんみりとした雰囲気になっていたので、明るく返す。普段とは逆だ。

「おねえちゃんを好きになってくれる人は、相当見る目あると思うよ」

　かっこよくて可愛くて優しい自慢の姉。いつだってその背中を追いかけてきた。大学を卒業した夏海は高校時代からバイトしていたコンビニにそのまま就職した。

　店長になったのは彼女の仕事ぶりが評価されたからだ。佳苗は夏海のコミュニケーション能力の高さが羨ましく尊敬していた。

　人と接する職業で邁進する姿に常に憧憬の眼差しを抱いていたのだ。人の上に立つ立場という意味では少し友樹と通じる部分もあるかもしれない。

「佳苗のようにスピード展開はないだろうけど、長く付き合いたいな」

「うん。また紹介してね！」

　勢いよく返事すると夏海は、照れたように笑った。

「これからもよろしくお願いします」

　友樹は姉の夏海に対し、親しげな笑みを浮かべ握手を求めた。差し出された手を夏海は握り返す。このやりとりを見てもうすぐ本当の家族になるんだと実感した。







七・社長夫人そして極道の妻になります。








　友樹との婚約後、彼との関係も順調で日々忙しく過ごしている。以前より任せられる仕事も増え充実した日々を送っていた。

　この半年あまりはとても早く過ぎた気がしていた。そんなある日、友樹から、重要な人物を紹介したいと言われ杉本組に連れて行かれた。

　大広間で対面したうちの一人はよく知る人物で、思わず声が漏れそうになった。

「専務は、杉本組でも右腕として働いてもらっている。表向きは会社員だが組員でもあるんだ」

「水城さん……いや佳苗さんが社長と結婚することになるとは驚いたね」

「私も専務が組の方だったとは驚きです」

　専務は友樹を社長と呼んだが、本来は組長と呼んでいるのだろう。親子ほど年齢差のある二人だが、信頼し合う仲だったようだ。

「会社の幹部社員では俺が組長であることを知る唯一の男だ。本当に頼りがいがあって、組でも社内でも助けられている」

「まさか部下が、姐さんになるとは……いやこれも運命かもしれませんね」

　最後の所は友樹に向けているようだった。専務は、あまり関わりがないが会うと友樹同様に気さくに声をかけてくれる人で兼ねてより親しみを抱いていた。

　後ろから歩み出た人物は、銀二だ。

「オヤジと姐さんのお力添えになれれば幸いです」

　礼儀正しく頭を下げる銀二に友樹が苦笑する。

「普段通りでかまわないぞ」

　佳苗は、内心首をかしげた。

　──どういうことだろう。銀二さんは礼儀正しくて硬いイメージだけど。

「俺は組長……オヤジには以前からおそばにつかせて頂いてますが、やっとこんなめでたいことが」

　目を潤ませる銀二にぎょっとした。

「感無量です」

　スキンヘッドにサングラスというこわもての風貌の銀二が、感極まった様子で友樹と佳苗を見ていた。

「佳苗は初めて見たかもしれないが、こいつ実は涙もろいんだ」

　こわもてな銀二の新たな側面を見た気分だった。

「オヤジと姐さんの幸せを祈っております。早いとこ跡継ぎも見せて下さいね」

「跡継ぎ!?」

　銀二の発言に仰天し友樹の方を見るが彼は喉を鳴らして笑っていた。

「銀二は、二十六だが部屋づきのころから面倒見ている。忠義心が厚い腹心の部下だから、佳苗も安心して頼ってほしい」

「はい。銀二さん、よろしくお願いします」

　手を差し出すと、銀二は恐る恐る大きな手で握り返してくれた。少し照れた様子の銀二の額を友樹が指で小突いている。本当に親しい関係なのだと伝わってくる。

「銀二さん、実はもっと怖い人かと思ってました」

「この見た目ですしヤクザもんですからねえ。でもオヤジに比べると俺なんてまだまだ」

　失言だったのか銀二は口元を押さえた。

「佳苗の知らない俺もいるってことだ」

　やはり死線をくぐりぬけてきたのだろうか。入れ墨があること以上にヤクザとしての友樹の姿を知らない。今まではそうだったがこれからは知ることになるのだろう。

　──でも、どんな友樹さんを見ても私は大丈夫。愛の力があるもの。

　友樹が肩を抱き寄せてきた。二人がいるのも気にしていないようだが、さすがに恥ずかしくなってしまう。

　すぐに離れたが顔は火照ったままだった。










　裏では社長夫人、杉本組では姐御として、友樹の支えになる。プレッシャーを感じるが、この役目は誰にも譲ることはできない。

　友樹の両親はカタギ（極道ではない世界の一般人）である佳苗を案じてくれ、自分のできることをその時々で精一杯やればいいだけだと言ってくれた。




　ゆるやかだが確かに月日は流れ、結婚式を迎えることになった。

　新婦の控え室には友樹の両親と友樹が揃っている。佳苗は純白のウェディングドレスに身を包み鏡の前の椅子に座っていた。

「佳苗ちゃん、ドレスも素敵だけど角隠しも似合うでしょうね」

　テンション高く言う友樹の母。

　友樹は顎をしゃくって佳苗を見つめていた。

「可憐だな……」

「友樹さんのタキシード姿も素敵」

　二人でそんな会話をしていると、親達が冷やかす声を上げた。

「熱いねぇ」

「友樹さんなら、浮気の心配もなさそうで安心ですね」

「ないと思うけどもしものことがあったとしても佳苗ちゃんの味方につくからね」

　友樹の母と佳苗の母の会話に、苦笑してしまう。

「するわけないだろう。私と有ゆ理り香かの息子だ」

　友樹の父は自信満々に言い切った。チラ、と視線を送る妻に一瞬目をそらしたのは何故だろう。意外に恐妻家なのだろうか。

「妻が強い方が上手くいくと親父もよく言っていたな」

　友樹が視線を向けると友樹の父親は小さく頷いた。友樹の母親は、佳苗の母と話し込んでいるようだ。

「無理です。尻になんて敷けません」

「俺が佳苗に弱いのは確かだよ」

　額にキスを落とされると甘酸っぱい気持ちになった。友樹が控え室を出て行くと係の人間が扉を叩いた。式が始まることを伝えられ、気を引き締めた。




　結婚式場には不動産会社『杉本コーポレーション』の社員、友樹と佳苗、両家の家族、杉本組の関係者、瑞麗を含めた白崎組の関係者が集まっていた。

　杉本コーポレーションから招待された人達は佳苗が知らない者も多い。社長と組長の顔を持つ友樹の結婚式ということで様々な人々が集っていた。




　佳苗も学生時代の友人と久々の再会を喜び合い、祝福を受けた。チャペルでの誓いの時は、素直に感情が口をこぼれていた。憧れていたあの質問にすらすらと答える。

「新郎・杉本友樹、あなたは水城佳苗を妻とし、病める時も健やかなる時も、愛を持って互いに支え合うことを誓いますか？」

「誓います」

「新婦・水城佳苗、あなたは杉本友樹を夫とし、病める時も健やかなる時も、愛を持って互いに支え合うことを誓いますか？」

「誓います」

　佳苗も心を込めて新婦からの質問に答えた。

　二人とも、安堵に満ちた表情を浮かべていた。

「それでは誓いのキスを」

　厳かな雰囲気の中、緊張が高まる。ぎゅっ、と目をつむるとウェディングベールを外した友樹が、意味深に目を細めた。

　──どうしたのかしら？

　内心、疑問に思った次の瞬間、唇が重ねられた。衆人環視のもとで堂々たるものだ。チャペル内に集まった招待客は、二人を静かに見守っている。

　お化粧で分からないとは思うが、頬から首筋まで赤く染まっていた。潤んだ目元にも、キスが落ちる。

　平然とした様子の友樹が、手を握ってきた。白いグローブの下で手が震えていたが、彼と手を握り合っていると不思議と心が落ち着く。

　式が終わりウェディングブーケを手にした佳苗は、友樹と共にチャペルの扉を開いた。鐘の音が鳴り響く。荘厳な鐘の音に清らかな気持ちになる。

「おめでとうー」

　どこからともなく祝福の声が届く。ライスシャワーが振りまかれ、赤いじゅうたんの上をゆっくりと降りていく。

　持っていたウェディングブーケを投げると瑞麗がしっかりと受け止めてくれた。その後、瑞麗はブーケを夏海に手渡す。

　手渡された彼女は戸惑っているようだったが、そんな様子も微笑ましく思えた。

「今回は佳苗ちゃんが先でしたけど、次こそはおねえさまですものね」

「あはは！　瑞麗ちゃん、ありがとう」

　少し前のことだ。夏海、瑞麗の女性三人でお茶をした時、瑞麗は優しく頼りがいのある夏海に懐いたようだった。

　姉は瑞麗が、ツンツンして気が強い所も可愛らしいと感じているようだった。

「私も同じ時期に結婚してみせますわ」

　二人の様子に嬉しさから涙が出る。

「瑞麗ちゃんは、私にとっても可愛い妹のようなものね」

「夏海さん」

　瑞麗は照れていたのかハンカチを握っていた。

「佳苗ちゃんは佳苗ちゃんですけど夏海さんはおねえさまですわ」

　あの時ポッ、と頬を染めた瑞麗はとても可愛らしかった。あの日以来、三人はとても仲良くなり、友樹もとても喜んでくれた。

　そんなことを思い出しながら友樹の腕に腕を絡める。腕を取り合い、用意されたオープンカーに乗り込むと宿泊先のホテルに向かった。

　ホテルの部屋に着いた二人は、結婚衣装のままベッドに腰を下ろしていた。

「疲れた……」

「良い式だったな」

「友樹さん、キスは振りだけでいいはずだったよね」

　むっ、と唇をとがらせる。恥ずかしくて顔が火照っていた。

「したかったんだ」

　友樹は、ニヤリと口元をゆがめて笑った。悪びれない様子に、何も言えなくなる。

「これから、よろしくお願いします」

「こちらこそよろしく」

　二人きりになって改めて話すと照れてしまい、笑みがこぼれる。

　白いタキシードと、ウェディグドレスで結婚式を終えた二人は心地よい疲労感と、これからの甘い予感で胸を震わせているようだった。

「佳苗、今夜はすべてを晒して愛し合おう」

　友樹の眼差しの熱さに胸まで焼かれるようだ。ふいに伸びてきた手が、太ももを押さえる。顔を近づけたと思ったら、唇でガーターベルトを外されていた。

　明かりの下で淫靡な眼差しがこちらを射抜いている。色っぽくて艶めいて、これまで以上に男を感じた。

「友樹さん、愛してます」

「愛してるよ……佳苗」

　ウェディングドレスは、呆気なく脱がされ、もう一つのベッドの上に置かれた。もう少し着ていたかったが、何も身につけない姿でお互いを求めあう時間こそ二人が求めていたものだった。

　照明が落とされ、闇の中友樹が動く気配をよりリアルに感じる。ぎしり、とベッドが鳴って、彼が腕をついて見下ろしているのが分かった。

「今までで一番ドキドキしてる」

「俺もだ」

　唇が重なる。ふわり甘く触れ合った優しいキスは、次第に温度を高め濃厚なものになっていく。二人が動く度、ベッドの音が響くようだ。

「……ふ……あっ」

　縦横無尽に肉厚の舌が口内を暴れまわる。友樹の舌を追いかけてもつれ合わせる。舌先を吸い合う。身体がうずいて仕方がなかった。

　着ていたタキシードをもどかしげに脱ぎ捨て、再び覆いかぶさってくる。裸で強く抱きしめ合うと、息をついた。

　ごつごつとした肩甲骨に指を添わせる。硬い筋肉の感触にぞくりとしたものを覚えた。初めて抱かれた時よりずっと、友樹のことを感じられるようになっている。

　頂はとっくに硬くなっていて、彼に触れてもらえるのを待っているようだ。舌をつきあっていると、顎を滴がしたたり落ちる。

　唇を重ねて絡めれば、二人の間に橋ができて、ぷつんと切れる。それさえもったいなく感じて、必死で友樹の舌を吸い顎の雫をなめとる。

　大きな手が身体のラインを辿っていく。首筋から、つま先までを這う。敏感に反応し浮いた腰を大きな手が撫でた。

「はっ……」

「佳苗は、いつまでもそのままでいてくれ」

「そのまま？」

「純なまま俺だけの佳苗でいてほしい」

　甘い声が耳をくすぐりそのまま舌が耳朶をなぞる。掌が乳房を押し抱き両胸を下から丸く押し上げるように揉みしだかれた。

　敏感な尖りは微かに触れる程度でやわらかな乳房だけを丹念に愛でられている。友樹の肩に腕を絡め彼を引き寄せる。

「さ、触って」

「どこを？」

「ここ」

　友樹の手を取り乳房の頂点に導く。かあっと体中が火照るようだ。彼が指の間に尖りを挟み小さくひねったら、背筋が自然と浮いた。

　微かに開いた唇から、息が漏れる。

「可愛いおねだりだ」

「だって触ってほしかったの」

　両手で顔を覆う。本能を口にするのはなかなか勇気がいるけれど、好きな人相手だからできるのかもしれない。

「たくさんかわいがってあげるよ」

「んっ……」

　いきなり舌で硬くなった実を転がされる。ぺろぺろと舐められそこが濡れそぼっていく。乳暈を丹念になぞり友樹の唾液で汚されていく。

　身体の奥が、小さく疼き水が両脚の間を伝った。つ、と唇に絡めとられ、ナカがざわめいた。美味しそうに吸い立てている。

　友樹と触れ合い、愛を深めていく中で変わっていったし前の自分でもないと思う。

　──でも純なままだと言ってもらえて、嬉しい。

　舌先が尖りを突き時々吸い上げる。指の腹で尖りをくにくにと捏ねられ腰がのけぞった。同時に攻められると弱い。

　丁寧に愛撫を施してくれる友樹は、それでもどこかいつもより余裕がなかった。

　息の荒さもだが、佳苗が思わず触れてしまった彼の下半身は既に熱で滾っていたからだ。

「友樹さん、抱いて」

「煽っているのか？」

「……あなたがほしいの」

　切実な調子の声が届いたのだろうか。大きく息を吐き出し、さっきより容赦なく攻め立て始めた。

「あっん……」

　荒々しく乳房を揉みしだき、下腹に手を伸ばす。既に潤みきっている秘所を探り当て、指で蜜襞をなぞってきた。

　眩暈がするほど強烈な刺激に震えてしまう。熱くなった秘所を行き交う指が蜜口に沈んだ瞬間、頤をのけぞらせていた。

　沿った首筋に舌が這い、首筋から鎖骨へとキスが落ちていく。

　濡れた肌が更に湿り気を帯びた。自ら両膝を立て、友樹を誘うみたいな体勢をしてしまう。

「純だが、いやらしい。そんな佳苗が好きだよ」

　立てた膝を大きな手が押さえ、さらに開かされる。友樹の髪が太ももに触れ、秘所に頭部が埋められた。

「あっ……は」

　いきなり蕾を舌に挟まれた。小刻みに舌を動かし舐められる。

「ゆ、友樹さん……」

「溢れてくる……」

　じゅっ、と音を立てて蕾を吸われ、息をつめた。あっけなく上り詰めた佳苗は、ベッドに身を沈ませる。




　甘い声が、名前を呼んでいる。佳苗と愛しげに呼ぶその声に導かれて、意識を覚醒させると友樹の膝に頭を載せた状態だった。

　ゆるやかに頭を撫でる手つきに再び眠りに誘われそうになる。けだるいが、何かが足りない。そう、この人を受け入れていない。

　腰に腕を回し、衝動に駆られて、友樹自身に触れてみた。指先で撫でて唇でキスをする。見上げると虚をつかれた彼が、薄目でこちらを見ていた。

　鼻から抜ける息。くびれを舐めてみると苦悶の表情を浮かべて呻く。男の人の喘ぐ声は、本当に色香に満ちている。

　何故か目元が潤んでくる。口内に頬張ろうとしても上手くいかずむせた。友樹が大きな手を頭に乗せてきた。

　まだ完全な状態ではないが口に収めるには大きすぎる。でも、彼の表情と声を知りたくて唇にくわえた。

「……か、佳苗……うっ」

　手でくびれを撫で擦り舌で舐めていると切羽詰まった表情をしている友樹に気づく。

「苦しいのならやめる……ごめんなさい」

「そうじゃない……気持ちよすぎてどうにかなりそうなんだ」

　嬉しくて仕方がない。友樹の言葉を聞いて愛撫の力を強める。拙い動きでも気持ちいいと言ってくれる彼の優しさに応えたかった。

「……もういいから」

　ぐい、と頭を押しのけられて彼に嫌な気分をさせたのかと不安になるが次の言葉で心臓が跳ね上がった。口内で感じた苦味は何だろうと思っていたけれど。

「佳苗のナカでイきたい」

「友樹さんっ」

　ぐいと、腕を掴まれ引き寄せられる。友樹の膝の上に乗ると昂ぶりが蜜口に突きつけられる格好になった。そのまま、腰を落とす。

　ずぶずぶと飲み込んでいく様をリアルに感じてしまう。

「ああ……んっ！」

　最奥に届いた昂ぶりは燃えるようだった。こんなにも深く受け入れて狂いそうになる。結婚初夜だから、今までと違うのか。

　猛る焦熱は佳苗のナカで嬉しそうに息吹をしている。友樹は腰を回した。かき回されると切なくなってまた瞼を涙がこぼれる。

　何度か深く突き上げては引く。友樹を求め、自ら腰を揺らめかす。

「あっ……ふあ……っ」

　乳房を荒々しく揉みしだかれ、キュンと胎内がざわめいた。感じて硬くなった秘芽を人差し指が押しつぶす。鮮烈な感覚が押し寄せて来て唇を小さく噛んで堪えた。

「あんっ……ああ」

「やっぱり佳苗のナカは最高だ」

　軽いリップノイズの音。友樹は先程愛撫していた佳苗の唇を食み舌でなぞりあげる。ゆっくりと舌を侵入させもつれ合わせる。

　下半身の動きに合わせて巧みなキスを繰り返す。お互いの鼻から抜ける音、肌にぶつかる水音が響いて刺激になる。

「初めて、避妊せずに繋がれた。とても幸せだが長く持たせる自信はないな」

「あっ」

　お尻を持ち上げられ、抜き差しされる。勢いよく突かれると脳内で白い光が何度もはじけた。友樹の頭をかき抱き首筋に腕を回す。

　揺れる視界の中、直接感じる彼のすさまじさは苛烈だ。

　──少しでも長く繋がっていたい。一つに溶けていたい。

　乳首に歯を立てられる。秘密の芽を押されてたからかな声を上げていた。

「あああ……」

　くったりとたくましい身体に身を寄せる。もう一度優しいキスを交わし、微笑みあう。

　友樹自身が、奥でぴくりと疼いたのを感じたのを最後に何も見えなくなった。




　再び目を開けた時、まだ辺りは真っ暗だった。月明かりでお互いの表情の陰影が見えた。友樹は欲に濡れた瞳をしている。

　胸板にもたれていると下腹部にあたる熱を感じた。先程、繋がったばかりなのに勢いを取り戻している。

「えっ……」

　手首を掴まれ、指先が繋がれる。組み敷かれ、あっという間に突き上げられていた。

「あんっ」

「もう一回だけ」

　切なく乞われては、いやと言えるはずもない。収まりきらない熱が友樹に煽られて疼きだす。

　蜜襞が歓喜で打ち震え硬くたくましいモノに絡みついている。髪をかきわけ、頬に口づけられる。耳朶を食みながら腰を揺らしてくる。

「……友樹さん」

　愛しさにかられて口に出したが名前を呼べたかどうかは不明だ。微かに息が漏れただけかもしれない。

「佳苗……愛してる」

「友樹さん……私も」

　うまく答えられたかは定かではない。彼の濡れた声に敏感になった身体が反応していた。

「もっと強くしていいの」

　媚びるようにねだったら、友樹はぐるりと腰をグラインドさせた。揺れる乳房を押さえつけ、舌が乳首に巻き付けられる。

「はあっ……ん」

　快楽のスイッチとも呼べる蕾を指が捏ねた。繋がりながら触れられると、どうしようもなく切なくて泣きたくなる。身体がしびれ、口を半開きにして喘いだ。

「……んっ……あ」

「色っぽくて綺麗だな」

　乱れた姿をそう言われて恥ずかしかった。目も潤んで全身で友樹を感じている。

「……友樹さんこそすごく色っぽい」

「嬉しいよ」

　友樹は愛し合う時、普段より無防備に見えた。行為は激しいけれど彼からの深い愛が伝わってくるからいつも充足感で満たされる。

　友樹が頬に貼り付いた髪を避け、撫でてくれる。彼の大きな手も汗ばんでいた。

「そろそろ、イクか？」

「……一緒に」

　願いを聞き入れた友樹が鋭く突き上げる。がくん、と喉がのけぞった。腕を回すと彼の腰は震えていた。断続的に熱の証が注がれて、こちらも腰が震える。

「ああっ……」

　シーツを掴む。友樹はナカに精を吐きだした後、先端を最奥にこすりつけた。すべて絡め取ろうと襞がざわめく。

　快楽に表情をゆがめた彼が、脱力して倒れ込んでくると同時に意識が遠ざかっていた。甘く深い微睡みへと墜ちていく。

　友樹の背中をぎゅっと抱きしめて彼と共に眠りへと堕ちて行った。







エピローグ








　一か月後、友樹と共に三日間の有給休暇を取得した。

「すまないな。また子供が生まれるまでに旅行しよう」

「そうね。まだ時間はあるはずだから」

　彼はゆっくりできないことを申し訳なく思っているらしいが多忙の友樹に無理は言えない。

「温泉はともかく、友樹さんはテーマパークとか平気だった？」

「好きだよ。分野は違うが経営のことでも勉強になるし」

「やっぱりお仕事のこと考えてる。旅行に来たのよ」

　こつんと指で額を弾いたら友樹は笑った。公共交通機関で移動するより自家用車での移動がいいということで今回の旅行も彼の運転だ。

　久々の長距離運転が楽しいらしい。たどり着いた夢と魔法の国では普段と違う友樹の姿が見られた。佳苗と共にはしゃいでくれたのだ。

　こんな姿、組や会社の人達には見せられないと言う彼がとてもかわいく感じられた。テーマパークは佳苗のリクエストで温泉は友樹のリクエストだ。

　二人とも温泉が好きということで、中部地方の有名な温泉地を目指した。

「温泉は最高だな」

　露天風呂がついている部屋は友樹の絶対条件だった。

　個人の部屋についていなくても大浴場でよかったのにと言ったら二人の時間を有効に使えないだろと言われ首を傾げた。

　どういう意味だろうと思っていたが、温泉に浸かって気づいた。

「いちゃいちゃしたかったのね」

「したくなかったのか？」

　ぶんぶん、と頭を振る。隣にいる友樹はお湯の中でこちらの肩を抱いていた。不埒な指先は乳房に伸びていた。大きな手がまさぐり包み込む。甘い吐息が溶ける。

「……のぼせちゃうから早く出ましょう」

　このまま温泉の中で身を任せてしまったら確実にのぼせる。危険な予感をリアルに感じ友樹の腕から抜け出た。

　バスタオルを巻いて部屋に戻ると二対の布団がくっついて並べられていた。

「……意識すると照れちゃう」

　隣で喉を鳴らした友樹は、あっけなく佳苗を組み敷いた。キスをして深く繋がり合う中で、身体の奥に何かが芽生えるのを感じた。

　初夜の時に感じられなかったことだ。

　──もしかしたら、そういうことなのかな。だとしたら嬉しいな。

　嬉しい予感が確信に変わったのはそれから三か月後のことだった。体調不良で部署に欠勤の連絡をしようとした時、友樹も一緒に休みを取った。

　その数日前から違和感があったことは彼にも伝えてあり、まっすぐ大学病院の産婦人科に向かった。

「ご懐妊されております。十二週目に入ったところですね」

　診察室を出た後、歓喜の声を上げて抱きしめあった。




　さらに月日が流れ、二人の間に待望の第一子が誕生した。立ち合い出産をした佳苗は、感謝とねぎらいの言葉をくれる夫に涙が零れ落ちる。

　子供が生まれてから、二人の絆はより強固なものになっていった。

　妊娠した後、会社で働き続けるか悩んだが、お腹が大きくなるまでは働くことにして出産三か月前まで働いていた。

　そして、出産後は友樹の妻、子供の母、姐さんとしての役割に徹することにした。二人で相談して決めたことだった。




　半年が過ぎ、幸さちと名付けられた男の子は、二人の下で愛情を一心に浴びてすくすくと成長している。

「幸は友樹さんに似ているわ」

　凛々しい顔立ちが、そっくりだと感じていた。

「佳苗の方に似ているんじゃないか？」

　ベビーベッドに眠る幸を見ながら二人で話す。友樹は幸の頬を指でつつくとそう口にした。

「そ、そうかな。友樹さんに似たらすごくかっこいい子になるの確実よ」

　思ったことを言ったが、友樹は不思議な返事をしてきた。

「……あんまり俺に似ない方がいいと思うぞ」

　彼の考えてることを察し、ふふっと笑った。極道の家に生まれた我が子が自分のようになるのを危惧しているのだろう。

　それならそれで構わないと佳苗は感じている。友樹は幸を抱き上げていとおしそうに頬ずりをした。

　旦那様はヤクザでありながら表稼業で社長業もしている。だが、今ここにいるのは一人の父親だ。

「生涯、ずっと一緒ですからね」

「当たり前だ。離れるなんて寂しいだろう」

　幸を腕から下ろしベビーベッドに移動させた友樹が、佳苗を胸の中に抱きよせた。恍惚の吐息が漏れるのは、彼の側にいるのが心地よく幸せだからだ。

　広い肩に頬を寄せ瞳を閉じる。次の子供は、きっと……自分に似た女の子だ。

　そんな予感がする。まだ先の未来に思いを馳せながら瞳を閉じた。







あとがき








　こんにちは。雛ひな瀬せ智とも美みと申します。読んでくださりありがとうございます。

　今回のお話しは、助けてくれた男性が面接を受ける会社の社長で……実は極道の組長だったという内容です。

　ヒーローの友樹は、一見近寄りがたいオーラがあるけれど、中身は情が厚くデリケートで温かい心の持ち主。ヒロインの佳苗は、少し天然で頑張り屋さんです。銀二のキャラは最初にプロットを書いた時から、大分変わりました。極道のお嬢様の瑞麗ちゃん……結構、くせが強い感じになりましたが佳苗が良い子なので仲良くなることができた感じです。お姉ちゃんの夏海共々ずっと仲良くいてね。

　友樹は佳苗を守りたいと思ってるし、佳苗も支えになりたいと感じている。お似合いの二人だなと思います。




　園その見み亜あ季きさま。

　素晴らしい表紙絵を描いてくださりありがとうございます。

　友樹は色気にあふれてかっこよくて佳苗は本当に可愛いです！

　世界観に色をつけ、キャラに命を吹き込んでくださり感激です。

　編集様、何度もご指導くださり本当にありがとうございました。自分のいたらなさを痛感しましたし、今後の課題をクリアして頑張ろうと思いました。




　ここまで読んでくださった方、ありがとうございました。

　少しでも楽しんでくださっていたら幸いです。






雛瀬智美










【著者紹介】

ＴＬ小説を書いています。

ヒロインが一途に溺愛されるお話が好きな方は

読んでみてくださいね。







濃蜜ラブルージュ

極ごく道どうな社しゃ長ちょうの囚とらわれ溺でき愛あいエロス



2023年8月 ＥＰＵＢ版発行



■著　　者　雛瀬智美

■イラスト　園見亜季

■企画編集　エースクリエイター

■デザイン　RIRI Design Works



発行者　久保田裕

発行所　株式会社パラダイム

〒166-0004

東京都杉並区阿佐谷南1-36-4 三幸ビル４A

TEL 03-5306-6921



©Tomomi Hinase ©Aki Sonomi








この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。







[image: ]







[image: ]




item/navigation-documents.xhtml






目次





		目次



		一・運命的な再会をした彼は、社長でした。



		二・社長に交際を申し込まれました。



		三・彼は紳士だけどワイルドで男っぽい人でした。



		四・極道のお嬢様が乗り込んできました。



		五・いきなり婚約だなんて!?



		六・極道な社長と婚約しました。



		七・社長夫人そして極道の妻になります。



		エピローグ













Guide





		表紙



		本編



		目次











item/image/cover.jpg





item/image/p1-cg.jpg
MuEZARONDEE LT 2

YRS






item/image/ad01.jpg





item/image/ad02.jpg
i
RV
P

B mes X ERE

= = =06

Y

WA\ S\






